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【
要
約
】
申
国
北
朝
の
瓦
は
五
世
紀
末
頃
に
瓦
当
文
様
や
製
作
技
法
が
大
き
く
変
化
し
、
そ
れ
は
階
唐
期
以
降
の
瓦
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
本

稿
は
、
瓦
当
文
様
や
製
作
技
法
の
検
討
か
ら
当
該
期
の
変
化
を
年
代
的
に
整
理
す
る
と
と
も
に
、
刻
印
や
箆
書
き
の
文
字
瓦
の
分
析
に
よ
り
瓦
生
産
の
特

質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
文
字
瓦
に
対
す
る
研
究
は
記
載
さ
れ
た
文
字
の
意
味
を
探
る
こ
と
に
終
始
し
て
き
た
が
、

筆
者
は
文
字
の
記
載
位
置
や
製
作
技
法
の
分
析
を
文
字
内
容
の
検
討
と
あ
わ
せ
て
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、
北
朝
か
ら
階
唐
期
の
文
字
瓦
が
一
連
の
系
譜

と
し
て
理
解
し
う
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
品
質
管
理
と
労
働
管
理
の
必
要
性
か
ら
出
現
し
た
北
朝
の
文
字
瓦
は
、
階
唐
期
に
な
る
と
変
質
し
て
い
く
が
、

そ
の
出
現
と
展
開
は
雲
鳥
文
様
や
製
作
技
法
の
変
遷
と
対
応
す
る
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
政
治
的
・
社
会
的
背
景
を
も
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
七
巻
五
号
　
二
〇
〇
四
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

魏
晋
南
北
朝
と
い
う
時
代
は
、
国
家
が
分
裂
し
諸
民
族
が
移
動
を
繰
り
広
げ
た
動
乱
の
時
期
で
あ
っ
た
が
、
当
該
期
の
政
治
的
・
社
会
的
・

宗
教
的
変
化
は
空
手
以
降
の
中
国
を
形
成
す
る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
分
裂
と
再
編
の
過
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
文
物
が
東

ア
ジ
ア
各
地
に
も
た
ら
さ
れ
、
周
辺
諸
勢
力
の
国
家
の
形
成
と
展
開
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
宮
殿
や
寺
院
な
ど
建
築
の
～
部
を
構
成

す
る
屋
瓦
も
例
外
で
は
な
い
。
当
該
期
の
瓦
に
み
ら
れ
る
多
く
の
要
素
が
階
唐
以
降
の
そ
れ
に
継
承
さ
れ
る
一
方
で
、
朝
鮮
半
島
や
日
本
に
お
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け
る
初
期
の
瓦
生
産
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
に
お
け
る
瓦
生
産
の
展
開
と
、
そ
の
東
ア
ジ
ア
各
地
へ
の
広
が

り
を
考
え
る
う
え
で
、
魏
晋
南
北
朝
の
瓦
に
対
す
る
検
討
は
不
可
欠
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
こ
れ
ま
で
、
魏
晋
南
北
朝
以
降
の
中
国
の
瓦
に
対
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
お
こ
な
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
当
該
期
の
遺
跡
の

調
査
報
告
の
少
な
さ
に
も
起
因
し
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
魏
晋
南
北
朝
の
瓦
は
、
一
部
の
採
集
資
料
を
除
け
ば
、
漢
魏
洛
陽
城
一
重
盗
趾
（
河

南
省
洛
陽
市
）
の
発
掘
調
査
例
が
あ
る
程
度
で
あ
っ
た
（
申
国
母
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
工
作
隊
一
九
七
三
）
。
し
か
し
｝
九
八
○
年
代
以
降
、
漢
魏

洛
陽
城
（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
～
九
九
六
、
同
洛
陽
漢
魏
故
城
三
二
〇
〇
三
ほ
か
）
や
河
北
省
臨
計
器
の
蟹
玉
（
粟
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究

所
・
河
北
省
文
物
研
究
所
郷
城
考
古
工
作
隊
一
九
九
〇
・
一
九
九
六
二
九
九
七
ほ
か
）
で
は
発
掘
調
査
や
分
布
調
査
が
継
続
的
に
お
こ
な
わ
れ
、
北

朝
の
代
表
的
な
都
城
遺
跡
の
様
相
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
近
年
、
江
蘇
省
南
京
周
辺
で
も
発
掘
調
査
が
進
ん
で
お
り
、
南
朝
の
瓦
が
よ

う
や
く
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
井
内
二
〇
〇
二
、
賀
二
〇
〇
三
ほ
か
）
。

　
な
か
で
も
南
朝
の
瓦
は
朝
鮮
半
島
南
部
や
日
本
と
痘
毒
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
が
、
南
朝
の
瓦
は
北
朝
と
の
対

比
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
特
質
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
り
、
南
朝
の
瓦
の
み
を
検
討
し
て
朝
鮮
半
島
や
日
本
の
瓦
と
の
系
譜
関
係
を
議
論
す

る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
中
国
の
造
瓦
史
上
に
お
い
て
、
階
唐
以
降
の
瓦
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
た
の
は
南
朝
の
瓦
で
は
な
い
。

階
唐
以
降
の
瓦
は
明
ら
か
に
北
朝
の
瓦
の
系
譜
を
引
き
継
い
で
お
り
、
中
国
に
お
け
る
瓦
生
産
の
展
開
を
解
明
す
る
う
え
で
北
朝
の
瓦
を
検
討

す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　
北
朝
の
瓦
は
、
編
年
や
製
作
技
法
と
い
っ
た
基
礎
的
な
部
分
で
さ
え
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
中
園
で
は
、
銭
国
里
が
漢
魏
洛
陽
城
出
土
瓦

窯
の
分
類
と
編
年
を
お
こ
な
い
、
北
下
洛
陽
期
に
お
け
る
魚
食
文
様
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た
（
銭
一
九
九
六
）
。
ま
た
最
近
で
は
、
中
原
地
区

に
お
け
る
蓮
華
文
瓦
当
の
変
遷
を
検
討
し
た
研
究
も
発
表
さ
れ
て
い
る
が
（
李
二
〇
〇
二
）
、
各
時
期
の
代
表
例
を
提
示
し
て
変
遷
を
概
観
す
る

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
佐
川
正
敏
が
北
魏
か
ら
遼
、
金
、
元
ま
で
の
軒
平
瓦
の
検
討
（
佐
川
｝
九
九
二
）
や
、
北
朝
お
よ
び
階
唐

期
の
軒
丸
瓦
の
研
究
（
佐
川
｝
九
九
八
・
二
〇
〇
〇
）
を
通
じ
て
、
数
多
く
の
重
要
な
問
題
提
起
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
り
、
北
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中国北朝における瓦生産の展開（向井）

朝
お
よ
び
階
唐
期
に
お
け
る
瓦
当
文
様
や
製
作
技
法
の
概
要
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
瓦
の
生
産
・
管
理
体
制
を
含
め
た
総
合
的
な
議
論
に
は

い
た
っ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
刻
印
や
箆
書
き
の
文
字
瓦
を
も
と
に
瓦
の
生
産
・
管
理
体
制
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
時
間
的
変
遷
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

北
朝
の
都
城
遺
跡
で
は
刻
印
や
箆
書
き
の
文
字
瓦
が
多
く
出
土
し
、
そ
れ
を
も
と
に
瓦
の
生
産
組
織
や
そ
の
管
理
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
た
研

究
も
少
な
く
な
い
（
黄
一
九
六
二
、
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
工
作
隊
一
九
七
三
ほ
か
）
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究
は
瓦
に
記
載
さ
れ
た
文
字
の

意
味
を
探
る
こ
と
に
終
始
し
て
お
り
、
文
字
以
外
の
諸
要
素
を
含
め
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
後
述
の
よ
う
に
北
朝
に
お
け
る
文
字
瓦

の
出
現
と
展
開
は
、
瓦
当
文
様
や
製
作
技
法
の
変
遷
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
検
討
し
て
初
め
て
北
朝
に

お
け
る
瓦
生
産
の
特
質
を
議
論
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
こ
れ
ま
で
、
洛
陽
遷
都
よ
り
前
の
北
画
の
瓦
に
つ
い
て
は
資
料
の
制
約
か
ら
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
蓮
華
文
瓦
当
の
嵐

現
に
代
表
さ
れ
る
当
該
期
の
変
化
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
瓦
か
ら
み
た
北
朝
最
大
の
変
革
期
の
解
明
を

困
難
に
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
そ
こ
で
瓦
の
生
産
・
管
理
体
制
の
検
討
に
先
立
ち
、
確
当
文
様
と
製
作
技
法
の
両
面
か
ら
北
魏
の
瓦
を
検
討

し
、
当
該
期
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

第
一
章
　
北
朝
に
お
け
る
瓦
の
変
遷

　
北
朝
の
瓦
は
西
晋
以
前
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
。
瓦
当
文
様
で
は
、
魏
豊
代
以
前
に
流
行
し
た
雲
文
瓦
当
や
文
字
盤
当
が
な
く
な
り
、

蓮
華
文
や
八
面
文
が
主
流
と
な
る
（
銭
一
九
九
六
）
。
平
瓦
は
広
臆
面
に
連
続
す
る
指
頭
圧
痕
を
施
し
た
も
の
（
押
圧
波
状
文
平
瓦
）
が
流
行
し
、

や
が
て
瓦
当
下
端
の
押
圧
だ
け
で
な
く
重
弧
文
や
箆
状
・
櫛
状
工
具
に
よ
る
刻
み
や
刺
突
な
ど
を
加
え
て
装
飾
化
が
進
ん
だ
も
の
（
波
状
重
弧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

文
軒
平
瓦
）
も
出
現
す
る
。
ま
た
、
「
静
粛
瓦
」
と
呼
ば
れ
る
表
面
を
磨
い
て
黒
色
に
懐
し
た
瓦
も
現
れ
る
（
佐
川
～
九
九
二
）
。

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
細
身
の
洛
陽
遷
都
前
後
に
相
つ
い
で
起
こ
る
変
化
で
あ
り
、
階
唐
以
降
の
瓦
に
も
継
承
さ
れ
て
い
く
要
素
で
あ
る
。
以
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下
、
軒
丸
瓦
の
瓦
当
文
様
、
平
瓦
の
装
飾
技
法
、
丸
・
平
瓦
の
製
作
技
法
の
三
点
に
あ
ら
わ
れ
る
当
該
期
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

1
　
北
魏
平
城
期
の
瓦

4 （566）

　
ま
ず
、
北
魏
の
洛
陽
遷
都
よ
り
前
の
平
城
の
瓦
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。
平
城
は
天
興
元
年
（
三
九
八
）
か
ら
太
和

一
七
年
（
四
九
三
）
ま
で
の
約
百
年
間
、
結
締
の
都
と
し
て
繁
栄
し
た
が
、
こ
こ
で
出
土
す
る
瓦
に
は
年
代
を
限
定
し
う
る
資
料
が
少
な
い
。

五
世
紀
後
半
に
は
雲
岡
石
窟
や
方
山
な
ど
、
年
代
を
限
定
し
う
る
遺
跡
の
調
査
例
が
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
前
の
資
料
は
年
代
が
判
明
し
て
い
る

資
料
と
の
比
較
で
相
対
的
に
古
い
も
の
を
抽
出
し
て
い
く
し
か
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
平
城
周
辺
の
遺
跡
の
な
か
で
爆
殺
石
窟
や
方
山
出
土
瓦

に
く
ら
べ
て
相
対
的
に
古
い
と
考
え
ら
れ
る
山
西
省
大
同
市
の
西
堺
田
遺
跡
（
水
野
一
九
四
四
）
と
内
蒙
古
自
治
区
准
格
爾
旗
の
石
子
湾
古
城

（
崔
　
九
八
○
）
出
土
の
瓦
を
も
と
に
、
平
城
期
の
様
相
を
確
認
し
て
お
く
。

　
西
冊
田
遺
跡
と
石
子
湾
古
城
か
ら
出
土
す
る
北
糊
代
の
恩
讐
は
大
半
が
「
萬
歳
暴
慢
」
の
四
字
を
配
し
た
文
字
芸
当
で
、
蓮
華
文
瓦
当
は
出

土
し
て
い
な
い
。
両
遺
跡
と
も
複
数
の
型
式
が
認
め
ら
れ
る
が
基
本
的
な
文
様
構
成
は
共
通
し
、
文
様
区
を
突
線
で
「
井
」
字
に
分
割
し
、
半

球
形
の
書
房
を
申
心
に
「
萬
歳
富
貴
」
の
文
字
と
四
個
の
乳
状
突
起
を
配
置
す
る
（
図
1
1
1
～
3
）
。
丸
瓦
部
凸
面
は
叩
き
目
を
な
で
消
し
て

慾
界
と
し
、
凹
面
に
は
布
目
が
観
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
腰
当
部
と
丸
瓦
部
の
な
す
角
度
が
鈍
角
に
な
る
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
丸
瓦
部
の
頂
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
方
形
の
穴
を
穿
ち
、
そ
こ
に
「
瓦
釘
」
の
一
種
と
さ
れ
る
菱
形
の
装
飾
（
図
－
…
7
・
8
）
を
差
し
込
む
。
平
瓦
に
は
先
端
を
指
先
で
押
圧

し
、
波
状
に
装
飾
し
た
も
の
が
あ
る
（
図
1
1
6
）
。
両
面
を
ナ
デ
調
整
す
る
も
の
と
凹
面
に
布
目
を
残
す
も
の
が
あ
る
が
、
凸
面
に
叩
き
目
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

残
す
も
の
は
な
い
。
そ
の
ほ
か
特
殊
な
遺
物
と
し
て
、
半
円
形
の
人
面
装
飾
板
（
図
－
一
4
・
5
）
が
出
土
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
瓦
は
以
下
の
三
点
に
お
い
て
、
郷
城
な
ど
で
出
土
す
る
四
世
紀
代
の
華
北
の
瓦
に
そ
の
起
源
を
求
め
う
る
。
第
一
は
、
軒
丸
瓦
の

瓦
当
文
様
と
製
作
技
法
で
あ
る
。
平
城
の
耳
当
は
四
世
紀
代
の
華
北
で
流
行
し
た
「
萬
歳
富
貴
」
芸
当
の
文
様
構
成
を
祖
型
と
し
、
そ
れ
に
横

方
向
の
母
線
二
本
を
加
え
る
こ
と
で
「
井
」
字
形
の
分
割
方
式
を
定
型
化
さ
せ
た
。
瓦
繋
累
の
接
合
技
法
も
基
本
的
に
は
変
わ
り
な
い
。
第
二
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は
平
瓦
の
製
作
技
法
で
あ
る
。
平
城
の
瓦
は
粘
土
紐
桶
巻
き
技
法
で

製
作
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
五
胡
十
六
国
鄭
声
の
平
瓦
と
共
通
す
る

（
佐
川
一
九
九
一
｝
）
。
平
瓦
の
調
整
は
、
凸
面
の
縄
叩
き
目
を
す
べ
て

消
し
去
り
、
凹
面
は
布
目
を
残
す
も
の
と
な
で
消
す
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

こ
れ
は
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
め
に
み
ら
れ
る
変
化
で
あ
る
。
第

三
は
半
円
形
人
面
装
飾
板
の
存
在
で
、
郷
城
で
出
土
す
る
四
世
紀
代

の
資
料
と
類
似
す
る
（
申
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
・
河
北
省
文
物
研

究
所
郷
城
考
古
工
作
隊
一
九
九
〇
）
。
こ
れ
は
五
胡
十
六
国
に
み
ら
れ
る

独
自
の
要
素
で
あ
り
、
次
に
述
べ
る
雲
岡
石
窟
や
方
山
な
ど
、
五
世

紀
の
遅
い
段
階
に
は
消
滅
す
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。

　
～
方
、
以
下
の
二
点
は
北
魏
に
お
い
て
新
た
に
出
現
す
る
要
素
で

あ
る
。
第
一
は
、
瓦
当
と
丸
瓦
部
を
鈍
角
に
接
合
す
る
軒
丸
瓦
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
接
合
方
法
は
、
雲
岡
石
窟
や
北
魏
洛
陽
城
の
軒
丸

瓦
に
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
も
の
で
、
北
魏
に
出
現
す
る
新
た
な
要

素
と
い
え
る
。
第
二
は
菱
形
の
装
飾
瓦
釘
の
存
在
で
、
や
は
り
雲
岡

石
窟
や
北
魏
洛
陽
城
に
類
例
が
あ
る
。

　
ま
た
平
瓦
に
み
ら
れ
る
押
圧
波
状
文
は
、
山
西
省
北
部
か
ら
遼
寧

省
西
部
、
内
蒙
古
自
治
区
に
か
け
て
広
が
る
長
城
地
帯
で
前
漢
代
に

出
現
し
た
技
法
で
あ
り
、
北
魏
の
瓦
は
そ
の
地
域
的
な
技
法
を
受
け

5　（567）



　
　
　
　
⑥

継
い
で
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
北
魏
平
城
の
瓦
は
四
世
紀
の
五
胡
十
六
国
に
み
ら
れ
た
瓦
か
ら
多
く
の
要
素
を
受
け
継
ぐ
一
方
で
、

独
自
の
要
素
と
、
当
該
地
域
の
地
域
的
な
技
法
と
が
複
合
し
て
成
立
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

2

複
弁
蓮
華
文
瓦
当
の
創
出

北
爆

6　（568）

　
こ
の
よ
う
に
、
平
城
の
瓦
に
は
北
魏
で
新
た
に
創
出
さ
れ
た
要
素
も
み
う
け
ら
れ
る
も
の
の
、
大
半
の
特
徴
は
前
代
か
ら
継
承
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
五
世
紀
後
半
に
入
る
と
、
蓮
華
文
瓦
当
の
創
出
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
大
き
な
変
化
が
始
ま
る
。
以
下
、
当
該
期
に
お
け

る
瓦
当
文
様
や
製
作
技
法
の
変
化
を
具
体
的
に
み
て
い
ぎ
だ
い
。
当
該
期
の
瓦
は
、
戦
前
の
日
本
人
に
よ
る
調
査
で
出
土
し
た
浜
岡
石
窟
や
方

山
な
ど
の
瓦
の
～
部
が
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
近
年
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
平
城
の
明
連
痕
で
五
世
紀
末
の
良
好
な
資
料
が
出
土
し
て
い
る

（
劉
・
張
二
〇
〇
〇
、
王
・
曹
・
韓
二
〇
〇
一
）
。

　
雲
岡
石
窟
と
そ
の
周
辺
で
は
、
同
箔
の
瓦
が
複
数
の
遺
跡
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
梅
酢
無
窮
」
の
四
宇
を
配
し
た
軒
丸
瓦
で
あ
り
、

西
冊
田
遺
跡
や
石
子
湾
古
城
で
出
土
す
る
「
萬
歳
富
貴
」
瓦
当
と
同
じ
文
様
構
成
を
も
つ
。
そ
の
同
箔
品
は
、
雲
岡
石
窟
第
九
・
一
〇
洞
前
や

石
窟
の
台
地
上
に
位
置
す
る
東
部
聖
上
寺
院
玩
（
第
三
塁
上
）
、
西
部
台
南
寺
院
趾
（
西
方
諸
洞
上
）
の
ほ
か
、
石
窟
周
辺
の
虹
梁
廃
寺
肚
や
大

同
市
北
郊
の
方
山
で
出
土
し
て
い
る
（
水
野
・
長
贋
～
九
五
二
二
九
五
五
a
・
b
）
。

　
こ
の
一
群
の
同
箔
瓦
は
、
聖
母
の
進
行
な
ど
か
ら
供
給
順
序
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
瓦
当
量
の
木
目
が
一
方
向
で
あ
る
た
め
、
後
に

製
作
さ
れ
た
も
の
ほ
ど
縦
方
向
の
傷
が
増
加
し
、
と
り
わ
け
「
傳
」
と
「
窮
」
の
両
字
に
傷
の
進
行
が
顕
著
に
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
箔
傷
の

進
行
と
と
も
に
文
様
全
体
が
不
鮮
明
な
も
の
が
増
加
す
る
。
こ
の
事
実
か
ら
、
最
も
早
い
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
東
部
台
上
寺
下
紐
で

出
土
す
る
一
群
で
あ
る
（
図
2
1
1
）
。
箔
の
摩
耗
が
み
ら
れ
ず
、
瓦
当
裏
面
に
丸
瓦
部
接
合
の
目
安
と
し
て
横
方
向
の
沈
線
を
施
す
と
い
う
技

法
的
特
徴
を
も
つ
。
東
部
藩
翰
寺
院
趾
以
外
で
瓦
当
裏
面
に
横
方
向
の
沈
線
を
施
し
た
例
は
存
在
し
な
い
。
次
の
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の

が
方
山
遺
跡
出
土
例
（
図
2
1
6
）
で
、
つ
づ
い
て
雲
紙
の
西
方
窟
（
図
2
1
1
0
）
、
西
部
台
上
寺
院
趾
（
図
2
1
1
1
）
の
順
に
箔
傷
が
進
行
す
る
。
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最
終
段
階
の
西
部
台
上
寺
院
趾
と
近
い
時
期
に
供
給
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
西
梁
廃
寺
趾
（
図
2
1
！
3
・
1
4
）
で
は
、
同
様
の
文
字
を
記
し
た

別
箔
の
製
品
（
図
2
…
1
5
）
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
文
字
と
文
様
構
成
は
同
じ
で
あ
る
が
、
字
体
が
崩
れ
、
彫
り
も
浅
く
不
鮮
明
で
あ

る
。
第
九
・
～
○
令
前
出
土
例
（
図
2
1
3
）
は
小
片
で
あ
る
た
め
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
東
部
早
上
寺
院
祉
に
後
出
し
、
西
部
聖
上
寺
院

趾
に
先
行
す
る
可
能
性
が
た
か
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
「
傳
酢
無
窮
」
軒
丸
瓦
の
供
給
は
大
き
く
三
段
階
に
わ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一

段
階
1
1
東
部
台
上
寺
院
趾
、
第
二
段
階
1
1
方
向
お
よ
び
第
九
・
一
〇
洞
前
、
第
三
段
階
1
1
平
岡
西
方
窟
、
西
部
謹
上
寺
院
趾
お
よ
び
西
北
廃
寺

趾
で
あ
る
。

　
絶
対
年
代
に
つ
い
て
は
、
方
山
遺
跡
と
富
岡
石
窟
第
九
・
一
〇
洞
、
西
方
窟
の
年
代
が
手
が
か
り
と
な
る
。
方
山
で
は
思
遠
寺
が
連
戦
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

（
四
七
九
）
頃
ま
で
に
建
立
さ
れ
、
永
固
陵
が
太
和
五
～
八
年
（
四
八
7
八
四
）
に
造
営
さ
れ
た
。
一
方
、
第
九
・
～
○
洞
の
造
営
年
代
は
研

究
者
に
よ
り
理
解
が
異
な
る
が
、
四
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
四
八
○
年
代
、
す
な
わ
ち
方
山
の
前
後
に
造
営
さ
れ
た
と
す
る
点
で
は
一
致
し
て
い

⑧る
。
し
た
が
っ
て
、
「
傳
酢
無
窮
」
瓦
当
量
二
段
階
の
製
品
は
、
四
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
四
八
○
年
代
に
か
け
て
供
給
さ
れ
た
可
能
性
が
た
か

く
、
第
　
段
階
の
東
部
掌
上
寺
院
壮
へ
の
供
給
は
そ
れ
に
先
行
す
る
。
ま
た
、
西
方
諸
窟
の
造
営
は
洛
陽
遷
都
後
と
み
る
説
が
有
力
で
あ
る
か

ら
、
第
三
段
階
に
は
太
和
～
七
年
（
四
九
三
）
以
降
の
製
品
が
含
ま
れ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　
次
に
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
で
出
土
す
る
複
弁
蓮
華
下
瓦
当
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
東
部
台
上
寺
院
蛙
で
は
蓮
華
文
瓦
当
が
出
土
し
な
い
こ
と
か

ら
考
え
て
、
石
窟
外
回
の
早
い
段
階
に
は
蓮
華
文
瓦
当
を
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
雲
岡
石
窟
第
九
・
一
〇
豊
前
や
西
部
台

　
　
　
⑨

上
寺
院
趾
、
方
山
遺
跡
で
は
出
土
し
て
い
る
か
ら
、
五
世
紀
後
葉
の
う
ち
に
複
弁
蓮
華
文
瓦
当
が
出
現
し
て
い
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
、
第
九
・
一
〇
洞
前
出
土
の
複
弁
蓮
華
文
瓦
当
（
図
2
1
4
・
5
）
は
、
北
魏
洛
陽
城
出
土
例
と
非
常
に
よ
く
似
た
文
様
構
成
を
も

つ
た
め
、
造
営
当
初
の
も
の
か
ど
う
か
判
断
が
難
し
い
。
ま
た
、
方
山
遺
跡
で
採
集
さ
れ
て
い
る
複
弁
蓮
華
化
生
文
や
複
弁
蓮
華
文
の
瓦
当

（
図
2
1
7
～
9
）
も
、
類
例
が
少
な
く
年
代
に
つ
い
て
は
判
断
を
保
留
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
一
九
九
五
年
と
そ
の
翌
年
に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
平
城
の
学
堂
趾
で
は
、
複
弁
蓮
華
文
と
獣
面
文
の
瓦
当
が
出
土
し
て
い
る
（
劉
・
張

8　（570）
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二
〇
〇
〇
、
王
・
曹
・
韓
二
〇
〇
一
）
。
明
堂

は
高
祖
孝
文
帝
（
在
位
四
七
一
－
九
九
年
）

の
意
志
で
太
和
一
五
年
（
四
九
一
）
四
月

よ
り
造
営
を
開
始
し
、
同
年
十
月
に
完
成

　
⑩

し
た
。
出
土
し
た
瓦
は
、
獣
一
文
瓦
当
二

種
と
複
弁
蓮
華
文
瓦
当
一
種
で
あ
る
（
図

3
1
1
～
3
）
。
瓦
当
周
縁
は
幅
広
の
平
坦

縁
で
、
文
様
面
が
突
出
す
る
。
丸
瓦
部
の

筒
部
上
面
に
は
方
形
の
穴
が
あ
り
、
こ
れ

は
菱
形
の
装
飾
瓦
釘
を
差
し
込
む
た
め
の

も
の
で
あ
る
。
平
瓦
に
は
押
圧
波
状
文
を

飾
る
も
の
が
あ
り
、
平
瓦
凹
面
と
丸
瓦
の

筒
部
凸
面
を
丁
寧
に
磨
い
て
燃
し
焼
き
す

る
三
三
瓦
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
特
徴
は
文
様
、
技
法
と
も
に
北
魏
洛
陽

城
の
瓦
と
酷
似
す
る
。

　
最
初
に
遍
羅
蓮
華
文
と
獣
面
文
の
瓦
当

を
主
体
的
に
使
用
し
た
確
実
な
例
は
明
堂

で
あ
る
が
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
複
弁
蓮
華

9 （571）



下
瓦
当
は
平
城
や
平
岡
石
窟
で
も
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
複
弁
蓮
華
文
瓦
当
は
太
和
一
七
年
（
四
九
三
）
に
遷
都
し
た
北
魏
洛
陽
城
出
土

の
瓦
と
非
常
に
よ
く
似
た
角
落
を
備
え
て
お
り
、
洛
陽
遷
都
後
の
製
品
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
孝
文
帝
の
曾

和
一
二
年
（
四
八
八
）
頃
か
ら
洛
陽
遷
都
ま
で
の
数
年
間
は
平
城
に
お
い
て
造
営
事
業
が
さ
か
ん
に
進
め
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。
宮
城
内
で
は

宣
文
堂
や
経
武
殿
を
新
た
に
造
営
し
、
太
極
殿
を
改
修
し
て
お
り
、
外
郭
城
の
内
外
で
も
明
堂
を
は
じ
め
多
く
の
造
営
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
て

　
⑪い

る
。
平
城
で
出
土
す
る
複
弁
蓮
華
文
や
獣
面
文
瓦
当
の
一
部
は
当
該
期
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
を
整
理
す
る
と
、
四
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
四
八
○
年
代
に
造
営
さ
れ
た
方
山
や
雲
岡
石
窟
第
九
・
一
〇
洞
で
は
蓮
華
文
瓦
当
も
出
土
す

る
が
主
体
は
「
萬
歳
富
貴
」
や
「
傳
酢
無
窮
」
な
ど
の
文
宇
瓦
当
で
あ
っ
た
。
一
方
、
複
弁
蓮
華
文
と
獣
面
文
の
瓦
当
が
主
体
的
に
使
用
さ
れ

た
最
初
の
確
実
な
例
は
平
城
の
明
堂
（
四
九
一
年
造
営
）
で
あ
る
が
、
同
様
の
状
況
が
遷
都
直
前
の
数
年
間
に
平
城
で
お
こ
な
わ
れ
た
造
営
事

業
の
な
か
に
多
く
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
北
緯
で
は
複
弁
蓮
華
文
聖
岳
が
五
世
紀
後
葉
頃
に
出
現
す
る
が
、
蓮
華
文
・
獣

面
文
墨
当
を
主
体
的
に
用
い
る
よ
う
に
な
る
の
は
洛
陽
遷
都
直
前
の
数
年
間
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
洛
陽
遷
都
後
に
造
営
さ
れ
た

と
み
ら
れ
る
雲
岡
の
西
方
窟
や
西
部
塁
上
寺
院
趾
な
ど
で
は
依
然
と
し
て
文
字
瓦
当
も
使
用
さ
れ
続
け
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
当
該
期
に

お
け
る
雲
岡
石
窟
の
造
営
が
皇
帝
主
導
の
国
家
的
事
業
と
し
て
の
性
格
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
と
対
応
す
る
可
能
性
が
た
か
い
。
四
八
○
年

代
ま
で
最
新
の
技
術
を
注
ぎ
込
ん
で
お
こ
な
わ
れ
た
雲
岡
石
窟
や
方
山
の
造
営
に
か
わ
っ
て
、
洛
陽
遷
都
直
前
頃
か
ら
は
明
堂
の
造
営
な
ど
が

最
優
先
の
国
家
事
業
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
五
世
紀
後
葉
に
お
け
る
変
化
は
、
確
当
文
様
以
外
の
要
素
に
も
現
れ
る
。
第
～
は
、
青
墨
瓦
の
流
行
で
あ
る
。
北
区
洛
陽
城
の

主
要
な
建
物
か
ら
は
平
瓦
凹
面
や
丸
瓦
筒
部
凸
面
を
磨
い
て
黒
色
に
燃
し
た
青
軍
馬
が
多
数
出
土
す
る
。
青
碧
瓦
は
平
城
期
の
遺
跡
で
は
あ
ま

り
出
土
し
な
い
が
、
平
城
の
明
堂
で
は
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
複
弁
蓮
華
文
算
当
の
採
用
と
同
じ
く
、
青
腰
瓦
も
洛
陽
遷
都
直
前
に
出
現
、
普
及

し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
平
城
で
出
土
す
る
懸
樋
波
状
文
平
瓦
は
、
い
ず
れ
も
指
頭
の
み
で
施
文
す
る
の
に
対
し
、
洛
陽
城
で
は
指
頭
の
ほ
か
に
何
ら
か
の
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工
旦
ハ
を
用
い
て
押
圧
、
施
幸
す
る
も
の
が
現
れ
る
。
さ
ら
に
琴
平
元
年
（
五
｝
六
）
に
創
建
さ
れ
た
洛
陽
の
永
寧
寺
で
は
、
重
弧
文
と
指
頭
圧

痕
を
組
み
合
わ
せ
た
波
状
重
弧
文
軒
平
瓦
が
出
土
す
る
。
押
圧
波
状
文
に
一
条
の
弧
文
を
加
え
た
平
瓦
は
最
適
洛
陽
期
で
も
早
い
段
階
に
現
れ

て
い
る
か
ら
、
平
瓦
装
飾
の
変
化
に
お
い
て
も
洛
陽
遷
都
前
後
の
時
期
が
大
き
な
画
期
を
な
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
（
図
4
）
。
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3
　
洛
陽
遷
都
以
降
の
瓦
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北
魏
洛
陽
城
の
瓦
に
つ
い
て
は
、
銭
兵
部
が
・
川
平
な
男
望
文
様
の
分
類
と
編
年
を
お
こ
な
い
（
銭
一
九
九
六
）
、
永
寧
寺
の
発
掘
調
査
報
告
書

で
は
洛
陽
後
半
期
の
瓦
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
一
九
九
六
）
。
ま
た
、
佐
川
正
敏
も
永
寧
寺
の
資
料
を
も
と
に
複
弁

蓮
華
文
瓦
当
の
変
遷
と
製
作
技
法
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
（
佐
川
一
九
九
八
・
二
〇
〇
〇
）
。
公
表
資
料
が
少
な
い
現
状
で
は
こ
れ
ら
の
研
究
に

付
け
加
え
る
べ
き
こ
と
は
少
な
く
、
こ
こ
で
は
本
稿
の
議
論
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
確
認
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
な
お
、
時
期
の
細
分
は

困
難
で
あ
る
た
め
暫
定
的
に
金
平
元
年
（
五
一
六
）
の
永
寧
寺
創
建
を
境
に
洛
陽
前
半
期
（
四
九
三
－
五
一
五
年
）
と
後
半
期
（
五
｝
六
－
五
三
四

年
）
と
に
わ
け
て
お
く
。

　
洛
陽
前
半
期
の
瓦
の
特
徴
は
、
上
述
の
平
城
明
堂
の
瓦
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
い
が
、
当
該
期
に
新
た
に
出
現
す
る
要
素
も
あ
る
。
ま
ず
、

素
弁
蓮
華
文
瓦
当
の
出
現
で
あ
る
。
そ
の
出
現
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
平
城
期
の
遺
跡
で
は
出
土
し
な
い
こ
と
と
、
型
式
学
的
に
み
て
永

寧
寺
出
土
の
素
弁
蓮
華
文
素
当
に
先
行
す
る
も
の
が
洛
陽
城
で
多
く
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
出
現
は
洛
陽
前
半
期
と
推
定
さ
れ
る
。

　
洛
陽
後
半
期
に
は
さ
ら
な
る
変
化
が
み
ら
れ
る
。
第
一
に
複
弁
蓮
華
文
瓦
当
に
お
い
て
蓮
弁
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
す
る
タ
イ
プ
の
文
様
が
主
体

的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
佐
川
一
九
九
八
）
。
第
二
の
変
化
は
、
波
状
装
飾
を
上
下
二
層
に
施
し
た
波
状
重
弧
文
軒
平
瓦
の
出
現
で
あ
る
。

こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
要
素
は
、
永
寧
寺
創
建
頃
に
は
現
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
北
魏
洛
陽
期
の
本
当
文
様
は
、
新
た
な
要
素
が
段
階
的
に
出
現
す
る
が
、
巨
視
的
に
は
蓮
華
文
と
獣
面
文
が
主
要
な
モ
チ
ー
フ

と
し
て
定
着
し
て
い
く
過
程
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
瓦
の
製
作
技
法
は
洛
陽
遷
都
前
後
の
要
素
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
お
り
、

波
状
重
々
文
軒
平
瓦
の
文
様
変
化
も
洛
陽
遷
都
前
後
の
変
化
の
延
長
線
上
で
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
つ
づ
く
東

魏
・
北
斉
以
降
の
瓦
も
、
そ
の
延
長
線
上
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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郭
話
な
ど
で
出
土
す
る
東
魏
・
北
斉
期
の
瓦
は
、
瓦
当
文
様
の
ほ
と
ん
ど
を
重
弁
蓮
華
文
が
占
め
る
点
で
鋸
歯
や
階
唐
の
瓦
と
は
異
な
る
。

ま
た
当
該
期
の
素
咄
蓮
華
文
は
北
魏
洛
陽
期
の
瓦
当
文
様
を
祖
型
と
し
て
い
る
が
、
外
区
に
珠
文
帯
を
有
す
る
も
の
や
弁
端
で
反
転
を
表
現
す

る
も
の
が
出
現
す
る
と
い
う
新
た
な
要
素
も
み
ら
れ
る
。
波
状
重
弧
文
軒
平
瓦
の
文
様
は
北
魏
洛
陽
期
の
文
様
や
技
法
を
う
け
て
、
さ
ら
に
複

雑
な
文
様
を
創
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
軒
丸
瓦
の
瓦
当
部
接
合
技
法
や
丸
・
平
瓦
の
製
作
・
調
整
技
法
な
ど
は
北
魏
洛
陽
期
の
瓦
と
ほ
ぼ
共
通

し
、
そ
れ
ら
の
要
素
は
階
唐
以
降
の
瓦
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
（
佐
川
一
九
九
二
∴
一
〇
〇
〇
）
。

　
こ
の
よ
う
に
北
砂
洛
陽
期
や
東
魏
・
北
斉
期
に
は
、
軒
丸
瓦
や
軒
平
瓦
の
文
様
に
お
い
て
数
段
階
の
変
化
が
み
と
め
ら
れ
る
も
の
の
、
北
魏

の
洛
陽
遷
都
前
後
に
お
け
る
文
字
瓦
当
か
ら
複
弁
蓮
華
文
・
獣
面
東
瓦
当
へ
の
変
化
、
青
棍
瓦
の
流
行
、
軒
平
瓦
装
飾
の
複
雑
化
、
と
い
っ
た

大
き
な
変
化
は
そ
れ
以
降
の
瓦
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
変
化
の
ひ
と
つ
の
画
期
と
な
っ
た
平
城
の
明
豊
造
営
時
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
見

逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
要
素
が
登
場
す
る
。
そ
れ
は
箆
書
き
や
刻
印
に
よ
る
文
字
瓦
の
出
現
で
あ
る
（
図
3
…
逢
～
2
0
）
。
こ
の
よ
う
な

瓦
は
雲
岡
石
窟
や
方
山
を
は
じ
め
平
城
期
の
遺
跡
で
は
ほ
と
ん
ど
出
土
し
な
い
の
に
対
し
、
北
魏
洛
陽
城
で
は
箆
書
き
や
刻
印
に
よ
る
文
字
瓦

が
数
多
く
出
土
す
る
。
そ
し
て
、
北
魏
洛
陽
城
の
文
字
瓦
は
東
魏
・
北
斉
以
降
の
そ
れ
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
た
か
い
。

　
次
章
で
は
、
豊
年
洛
陽
城
と
東
魏
・
北
斉
郷
城
、
そ
し
て
階
唐
本
の
文
字
瓦
に
つ
い
て
検
討
し
、
瓦
に
文
字
を
記
載
す
る
こ
と
の
意
味
と
そ

の
時
間
的
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
検
討
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
五
世
紀
末
に
平
城
の
明
堂
に
お
い
て
箆
書
き
や
刻
印
に
よ
る
文
字
盤
が
出

現
す
る
こ
と
が
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
本
章
で
明
ら
か
に
し
た
瓦
当
文
様
や
製
作
技
法
の
変
化
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す

る
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
　
こ
の
よ
う
な
瓦
の
呼
称
は
研
究
者
ご
と
に
異
な
る
が
、
本
稿
で
は
形
態
的
特
徴

　
に
基
づ
き
「
爆
圧
波
状
文
平
瓦
」
「
波
状
重
弧
文
軒
平
瓦
」
の
呼
称
を
用
い
る
。

　
後
者
は
山
崎
信
二
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
用
語
で
あ
る
（
山
崎
二
〇
〇
〇
）
。

②
『
中
国
古
代
建
築
技
術
史
臨
（
中
国
科
学
院
自
然
科
学
史
研
究
所
一
九
八
五
）

　
に
お
い
て
こ
の
瓦
は
剛
営
造
方
式
』
に
み
え
る
青
膚
瓦
の
前
身
で
あ
る
と
指
摘
さ

　
れ
て
い
る
。
北
朝
の
ミ
ガ
キ
を
施
し
た
瓦
が
青
照
瓦
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
か

　
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
青
棍
瓦
と
同
様
の
製
作
・
焼
成
技
法
で
つ
く
ら
れ
て

　
い
る
可
能
性
が
た
か
い
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
青
七
二
の
呼
称
を
用
い
る
。

③
本
来
、
瓦
釘
は
屋
根
に
瓦
を
固
定
す
る
た
め
の
長
い
金
属
製
の
釘
を
指
す
。
北

　
魏
の
菱
形
装
飾
は
瓦
製
で
あ
り
、
本
来
の
黒
鼠
と
は
異
な
る
が
、
報
告
の
用
語
に
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従
っ
て
「
瓦
釘
」
の
呼
称
を
熔
い
る
。
石
子
湾
古
城
（
崔
　
九
八
○
）
や
北
魏
洛

　
陽
城
（
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
工
作
隊
一
九
七
三
）
の
例
を
み
る
と
、
四

　
つ
の
透
し
穴
を
飾
る
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

④
　
半
月
形
人
面
装
飾
板
の
用
途
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
面
戸
瓦
と
し
て
使
用

　
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
反
り
を
持
た
な
い
平
ら
な
板
で
あ
る
こ
と
と
、

　
単
な
る
半
月
形
で
両
側
に
写
り
を
も
た
な
い
こ
と
の
二
点
が
問
題
と
な
る
。

⑤
集
安
の
積
石
塚
出
土
の
高
句
麗
瓦
を
分
析
し
た
谷
豊
信
は
（
谷
一
九
八
九
）
、

　
庸
王
陵
（
四
世
紀
中
頃
～
後
半
）
や
千
秋
塚
（
四
世
紀
後
半
一
末
）
で
は
平
瓦
凸

　
面
に
縄
目
が
残
る
も
の
と
無
文
の
も
の
が
混
在
す
る
の
に
対
し
、
将
軍
塚
（
五
世

　
紀
初
）
の
平
瓦
は
す
べ
て
凸
面
が
無
文
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
同
時
期
の
華
北

　
の
瓦
と
の
共
通
性
を
指
摘
し
た
。
中
国
の
華
北
で
も
四
世
紀
代
の
郷
城
で
は
凸
面

　
素
文
の
平
瓦
と
叩
き
目
を
残
す
平
瓦
が
混
在
し
（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究

　
所
・
河
北
省
文
物
研
究
所
牙
城
考
古
工
作
隊
～
九
九
六
）
、
五
世
紀
の
北
魏
平
城

　
期
の
遺
跡
で
は
凸
面
素
文
の
平
瓦
の
み
が
出
土
す
る
。
両
者
の
問
に
密
接
な
関
係

　
が
あ
っ
た
と
す
る
谷
の
指
摘
は
当
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑥
押
圧
波
状
文
平
瓦
の
出
現
が
漢
代
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
、
水
野
清
一
（
水

　
野
・
岡
崎
一
九
四
六
）
や
駒
井
和
愛
（
駒
井
一
九
五
九
）
に
よ
り
古
く
に
指
摘
さ

　
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
以
後
の
研
究
に
反
映
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、

　
中
国
に
お
け
る
近
年
の
報
告
例
を
み
て
も
、
押
圧
波
状
文
平
瓦
の
出
現
が
漢
代
に

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
向
井
・
岡
村
二
〇
〇
四
）
。

⑦
思
遠
寺
に
つ
い
て
は
『
魏
轡
』
巻
＝
四
・
釈
老
志
に
「
（
太
和
五
年
）
又
於

　
方
山
太
祖
営
墾
之
処
、
建
思
遠
寺
」
、
咽
魏
轡
㎞
巻
七
上
・
高
祖
紀
に
は
「
（
太
和

　
三
年
八
月
）
乙
亥
、
幸
方
山
、
起
思
慮
仏
寺
」
と
あ
る
。
永
固
陵
に
つ
い
て
は

　
『
魏
害
聴
巻
一
三
・
文
成
文
明
皇
后
罵
氏
伝
に
「
孝
文
乃
詔
有
司
営
建
寿
陵
於
方

　
山
、
又
起
凝
固
石
室
、
将
終
為
清
廟
焉
。
太
和
五
年
起
作
、
八
年
而
成
、
刊
石
立

　
碑
、
頒
大
后
功
徳
」
と
あ
る
。

⑧
第
九
よ
○
洞
の
造
営
は
、
宿
白
が
太
和
八
一
一
三
年
（
四
八
四
－
八
九
）
と

　
考
え
た
の
に
対
し
（
宿
一
九
七
八
）
、
昏
鐘
敏
雄
は
延
興
五
年
（
四
七
五
）
を
落

　
慶
供
養
と
す
る
説
を
提
示
し
た
（
長
廣
一
九
八
○
）
。
こ
の
両
説
を
批
判
し
て
吉

　
村
落
は
西
七
〇
年
代
末
頃
に
完
成
し
た
と
す
る
案
を
示
し
た
（
吉
村
一
九
九
〇
）
。

　
ま
た
、
八
木
春
生
は
第
九
・
一
〇
洞
が
方
山
永
固
事
に
先
行
し
て
造
営
さ
れ
た
こ

　
と
を
主
張
し
（
八
木
一
九
九
一
）
、
最
近
の
石
松
日
奈
子
の
説
で
は
中
取
が
失
脚

　
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
年
輩
七
年
（
四
八
三
）
ま
で
に
第
九
・
一
〇
洞
は
完
成
し

　
て
い
た
と
さ
れ
る
（
石
松
二
〇
〇
三
）
。

⑨
図
2
－
1
2
の
複
弁
華
華
文
無
丸
瓦
は
、
か
つ
て
第
二
〇
洞
前
出
土
と
報
告
さ
れ

　
た
も
の
（
水
野
・
長
廣
一
九
五
四
）
と
同
一
假
体
で
あ
る
可
能
性
が
た
か
く
、
仮

　
に
別
個
体
で
あ
っ
た
と
し
て
も
同
士
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
註
記
に
は
西
部

　
無
上
寺
院
趾
出
土
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
「
傳
酢
無
窮
」
瓦
当
の
先

　
後
関
係
か
ら
考
え
て
こ
の
複
弁
難
蘂
文
軒
丸
瓦
を
雲
母
石
窟
開
墾
の
初
期
ま
で
さ

　
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑩
『
早
書
隔
巻
七
下
・
高
祖
紀
。
太
和
一
五
年
（
四
九
～
）
、
「
夏
四
月
…
己
卯
、

　
経
始
明
室
、
改
営
太
径
」
門
冬
十
月
…
認
諾
、
明
堂
、
志
願
成
」
と
あ
る
。

⑳
『
魏
轡
撫
巻
七
下
・
高
祖
紀
。
太
和
～
二
年
（
四
八
八
）
に
は
「
九
月
…
丁
酉
、

　
起
宣
文
堂
、
経
武
殿
」
「
閏
月
甲
子
、
帝
素
謡
圓
丘
於
南
郊
扁
と
あ
る
。
太
和
一

　
三
年
（
四
八
九
）
に
は
「
秋
九
月
…
立
孔
子
廟
於
京
師
扁
、
太
和
一
五
年
（
四
九

　
一
）
に
は
「
八
月
…
戊
戌
、
移
道
切
耳
漏
乾
之
陰
、
改
日
崇
虚
春
」
、
黒
和
一
六

　
年
（
四
九
二
）
に
は
「
二
月
…
庚
寅
、
壊
面
心
殿
、
経
始
太
極
」
「
冬
十
月
…
庚

　
戌
、
太
極
殿
成
、
大
饗
群
臣
扁
の
記
事
が
み
え
る
。
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中国北朝における瓦生産の展開（向井）

第
二
章
　
北
朝
・
階
唐
期
の
文
字
瓦

　
一
九
六
三
年
、
耳
垂
洛
陽
城
一
心
房
祉
の
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
多
量
の
文
字
瓦
が
出
土
し
た
。
そ
の
概
報
で
は
箆
書
き
文
字
瓦
の
分

類
が
お
こ
な
わ
れ
、
工
房
内
の
労
働
編
成
に
つ
い
て
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
（
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
工
作
隊
一
九
七
三
）
。
こ
れ
に
先

だ
っ
て
、
黄
士
斌
が
一
号
房
趾
周
辺
で
採
集
さ
れ
た
文
字
瓦
を
紹
介
し
（
黄
一
九
六
二
）
、
楡
偉
超
は
「
頚
城
調
査
記
」
の
な
か
で
郷
城
採
集
の

刻
印
瓦
の
解
釈
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
（
楡
一
九
六
三
）
。
そ
の
後
、
河
北
省
臨
潭
県
文
物
保
管
所
に
よ
る
郷
北
城
の
調
査
概
報
で
も
多
く
の

刻
印
瓦
の
拓
本
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
文
宇
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
（
河
北
省
臨
底
心
文
物
保
管
所
一
九
八
三
）
。
ま
た
近
年
で

は
、
北
魏
平
城
明
堂
出
土
の
文
字
瓦
の
解
釈
を
試
み
た
研
究
も
あ
る
（
股
二
〇
〇
〇
）
。

　
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
文
字
瓦
か
ら
手
工
業
の
生
産
組
織
や
そ
の
管
理
の
実
態
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
＝
疋
の
成
果
を
あ
げ
た
が
、
分
析
の
過

程
で
必
ず
し
も
考
古
学
的
に
十
分
な
検
討
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
中
国
の
文
字
瓦
研
究
は
、
瓦
に
記
載
さ
れ
た
文
字
の
意
味

を
探
る
こ
と
に
終
始
し
て
お
り
、
そ
の
遺
物
が
も
つ
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
無
視
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
の
多
く
は
各
時
代
、
各
遺
跡
の
個
別
研
究
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
地
域
や
時
代
を
こ
え
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
を
う
け
て
、
本
章
で
は
製
作
技
法
な
ど
文
字
以
外
の
情
報
を
含
め
て
検
討
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
北
朝
の
文
字
瓦

が
時
代
、
地
域
を
こ
え
て
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
を
概
観
す
る
。
北
朝
か
ら
階
農
期
に
か
け
て
の
文
字
瓦
は
、
記
載
内
容
や
刻
印
・

箆
書
き
の
施
さ
れ
る
部
位
に
規
則
性
が
あ
り
、
一
連
の
系
譜
と
し
て
と
ら
え
う
る
可
能
性
が
た
か
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
包
括
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
概
念
と
し
て
北
朝
系
文
字
瓦
（
刻
印
に
限
ら
れ
る
場
合
は
北
朝
系
刻
印
瓦
）
と
い
う
用
語
を
設
定
す
る
。

1
　
北
魏
洛
陽
城
の
文
字
瓦

一
号
房
趾
出
土
文
字
瓦
の
再
検
討
　
北
魏
洛
陽
城
の
宮
城
南
側
で
検
出
さ
れ
た
一
号
房
趾
か
ら
は
九
百
点
を
こ
え
る
箆
書
き
や
刻
印
の
文
字
瓦
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が
出
土
し
た
（
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
工
作
隊
一
九
七
三
）
。
こ
の
建
物
趾
は
宗
正
寺
あ
る
い
は
欝
欝
建
築
の
一
部
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

軒
瓦
の
文
様
か
ら
判
断
し
て
洛
陽
前
半
期
の
創
建
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
報
告
で
は
箆
書
き
の
文
字
瓦
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
た
い

造
瓦
日
時
の
ほ
か
に
随
主
（
瓦
窯
の
責
任
者
）
や
匠
（
造
瓦
全
般
の
技
術
者
）
、
輪
（
粘
土
円
筒
を
製
作
す
る
工
人
）
、
遊
人
（
粘
土
円
筒
を
分
割
、
調
整

す
る
工
人
）
、
好
人
（
瓦
の
表
面
を
ミ
ガ
キ
調
整
す
る
工
入
）
な
ど
の
姓
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
刻
印
の
文
字

に
つ
い
て
も
工
人
の
姓
名
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
報
告
の
解
釈
に
は
筆
者
の
見
解
と
異
な
る
部
分
が
あ
り
、
ま
た
箆

書
き
と
刻
印
と
の
関
係
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
で
は
箆
書
き
と
刻
印
と
の
対
照
に
焦
点
を
あ
て
な
が
ら
、
一
号
房
趾
の
文
字
瓦
に

つ
い
て
再
検
討
す
る
。

　
報
告
で
は
箆
書
き
文
字
の
記
載
内
容
を
四
種
に
分
類
す
る
（
図
5
～
7
、
表
1
）
。
第
一
類
は
月
日
や
随
主
の
姓
名
と
あ
わ
せ
て
匠
や
輪
、
削

人
、
昆
人
ら
の
姓
名
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
主
に
平
瓦
凸
面
に
み
ら
れ
、
丸
瓦
の
玉
縁
凸
面
に
記
載
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
第
二
類
は
月

日
と
削
人
や
昆
人
の
姓
名
を
記
載
し
た
も
の
で
、
削
人
名
は
丸
瓦
側
面
や
平
瓦
凸
面
に
あ
る
。
昆
人
名
は
丸
瓦
玉
縁
凸
面
に
記
載
さ
れ
、
そ
の

横
に
昔
人
と
は
別
の
一
字
が
異
な
る
筆
跡
で
併
記
さ
れ
る
。
報
告
で
は
こ
れ
を
昆
人
あ
る
い
は
削
人
名
と
解
釈
す
る
。
第
三
類
は
平
瓦
凸
面
に

ひ
と
り
の
名
（
報
告
で
は
腿
主
の
署
名
と
推
定
）
を
記
載
し
、
そ
の
下
に
削
人
や
母
人
の
姓
名
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
鉾
形
の
平
瓦
を
み

る
と
、
こ
れ
ら
の
箆
書
き
と
は
別
に
凸
面
下
端
付
近
に
事
書
き
や
刻
印
が
み
ら
れ
る
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
第
四
類
は
平
瓦
凸
面
に
削
人

や
昆
人
の
姓
名
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
分
類
を
再
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
刻
印
の
役
割
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。
一
号
房
赴
の
劾
印
瓦
（
図
6
1
1
・
5
、
図
7
1

6
・
7
）
に
つ
い
て
は
ま
だ
十
分
に
検
討
で
き
て
い
な
い
が
、
刻
印
の
押
捺
位
置
は
平
瓦
凸
面
と
丸
瓦
の
玉
縁
凸
面
に
限
定
さ
れ
、
東
魏
・
北

島
三
二
の
刻
印
瓦
と
押
捺
位
置
や
技
法
が
共
通
す
る
。
当
該
期
の
瓦
に
は
ミ
ガ
キ
調
整
を
施
し
た
青
棍
瓦
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
が
、
ミ
ガ
キ

を
施
す
部
位
は
平
瓦
の
凹
面
と
丸
瓦
の
端
部
凸
面
で
あ
り
、
そ
の
部
分
を
避
け
る
よ
う
に
刻
印
を
押
捺
し
て
い
る
。
石
城
の
例
は
次
節
で
詳
し

く
検
討
す
る
よ
う
に
、
刻
印
と
周
囲
の
調
整
と
の
関
係
か
ら
、
劾
印
が
押
捺
さ
れ
た
の
は
生
々
が
完
成
し
た
直
後
、
粘
土
円
筒
を
模
骨
か
ら
外

16　（578）



中国北朝における瓦生産の展開（向井）

　　　　．磯

鐘麟薄

歯
．
鑓
　
　
　
照

準

IX

』難

・鍵

転
熱
鋪

　藝

懸
織；・

欝

図5

　　　　　　　　　　　　　　3　o　’T”’”””JV　”’　locVm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　t＝：z　＝　di
　北魏洛陽城一号房最北土文字山雲一類

表工　北魏洛陽城一号’房玩出土文掌瓦

図番号 文字内容 種類 分類 図番号　　　文字内容 種類 分類

図5－1
ε〕口七臼随主龍　輪清

@　　　　　　削人目
平瓦 図7－3 六月廿三日瓦王真套劇 丸瓦

図7－4 六月廿八日銚子余削 丸瓦 第二類

図5－2
口　　工　輪弁口

@　　　削李次
平瓦 図7－5 七月三日開始 丸瓦

図7－6 石 丸瓦

図5－3
六日

争骭{
?（悦）（茂）

平瓦 図7－7 王世 丸瓦
刻印

第～類
図7－8

六月十六日

m朗昆 丸瓦
図5－4

　　　　　　　匠萢｛曽（得）

?肌日麺主題1姓翰頭卿
@　　　　　　（陶）

平瓦 元

図5－5 臨月六B隠主李臼 平瓦
五月廿七日
｣法洪（昆） 丸瓦図7－9
欝

図5－6

四月九日

?翼秋生?
獲
得
一
覧
清

丸瓦
六月十日

ﾘ長
ｶ昆 丸瓦

図6一玉 午 平瓦 刻印
図7－10

図6－2 □月廿一日張始よ潮 平瓦 第二類
口

第二類

図6－4 昆人道明 平瓦
図7－11

六月四日

｣麗
寘ｩ

丸瓦

図6－3 論難保 平瓦
第四類

法次
図6－5 田麩（？）

平瓦
図7－12

六月十六日
告ｴ里
ｩ 丸瓦

削落（苛）不任

ﾆ臨

第三類
（洪）

図6－6 平瓦

五月三十日徳
五月

?智思
ｩ図7－1 六月十三日肖響入宋 丸瓦 図7－13 丸瓦

図7－2 六月廿一日削人開金生 丸瓦
第二類

Ω
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　輪（輪頭）

粘土円筒の成形

外面のナデ調整

）」　！Ef11＝”

箆書き・刻印
（凸面目端付近）

乾燥 広端部
の施文

削人（肖1］瓦人）

粘土円筒の分一

分害1！日面の調整

箆｛菩き（凸面）

昆人（混磨人）

巴1面のミガキ調整

　　・一図．、

箆書き（凸面）

乾燥

1

　
　
　
　
　
　
　

鍵羅

3

1i

晒

響
4

3cm

．講

5

艇i慧｝

　　O　3cm　O　20cm　　a　　　　　　　　　　　＝
図6　北魏洛陽城一号房趾出土文字瓦第ニー四類
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．
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櫨
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　　3

購
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懸

δ
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す
前
で
あ
り
、
押
捺
者
は
生
瓦
作
工
自
身
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
号
房
趾
の
場
合
も
郷
城
の
例
か
ら
推
測
し
て
、
刻
印
の
押
捺
者
は
生

瓦
作
工
す
な
わ
ち
輪
で
あ
っ
た
可
能
性
が
た
か
い
。

　
そ
の
場
合
、
刻
印
の
数
が
少
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
る
が
、
事
書
き
の
文
字
の
な
か
に
刻
印
と
互
換
性
を
も
つ
も
の
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ

る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
例
え
ば
、
図
6
1
6
の
平
瓦
凸
面
狭
端
付
近
に
み
ら
れ
る
「
五
月
三
十
日
徳
」
の
箆
書
き
は
、
他
の
箆
書
き
と
は
逆

の
方
向
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
。
輪
や
華
人
、
平
人
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
す
る
工
程
を
完
了
し
た
段
階
で
署
名
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
輪
の
署

名
は
粘
土
円
筒
の
天
地
に
規
制
を
受
け
て
南
端
側
を
上
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
削
際
や
尋
人
の
署
名
は
分
割
後
に
お
こ
な
わ
れ
る

た
め
、
文
字
の
方
向
は
粘
土
円
筒
の
天
地
に
規
制
さ
れ
な
い
。
「
五
月
三
十
日
徳
」
の
罫
書
き
の
み
が
あ
え
て
逆
の
方
向
か
ら
記
載
さ
れ
て
い

る
の
は
、
記
載
者
が
輪
で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
報
告
の
第
三
類
に
お
い
て
随
主
の
姓
名
と
解
釈
さ
れ
た
箆
書
き
の
な
か
に
も
、
平

瓦
凸
面
狭
端
付
近
に
記
載
さ
れ
た
箆
書
き
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
そ
の
一
部
に
輪
の
姓
名
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　
丸
瓦
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
第
二
類
に
お
い
て
丸
瓦
玉
縁
凸
面
に
記
載
さ
れ
た
、
下
人
と
は
別
の
署
名
は
輪
の
署
名
で
あ
ろ
う
（
図
7
1

8
～
1
3
）
。
そ
れ
は
単
に
刻
印
と
同
じ
位
置
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な
い
。
上
述
の
平
瓦
に
も
共
通
す
る
事
実
で
あ
る
が
、

昆
人
や
筆
鋒
の
罫
書
き
が
細
く
鋭
い
字
で
刻
ま
れ
る
の
に
対
し
、
輪
と
み
ら
れ
る
箆
書
き
は
や
や
太
い
字
で
刻
ま
れ
る
。
こ
れ
は
筆
記
具
の
差

異
も
考
え
ら
れ
る
が
、
む
し
ろ
箆
書
き
を
施
し
た
時
点
で
の
粘
土
の
乾
燥
度
合
い
と
関
連
す
る
可
能
性
が
た
か
く
、
乾
燥
前
に
施
さ
れ
た
輪
の

箆
書
き
が
太
く
柔
ら
か
い
筆
跡
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
第
一
類
の
箆
書
き
の
み
が
ま
っ
た
く
パ
タ
ー
ン
を
異
に
す
る
の
に
対
し
、
第
二
類
か
ら
第
四
類
は
基
本
的
に
同
じ
パ

タ
ー
ン
の
箆
書
き
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
第
～
類
は
、
月
日
と
随
員
、
匠
、
輪
、
削
人
、
昆
人
ら
の
姓
名
を
記
載
し
た
も
の
で
、
平
瓦

凸
面
と
丸
瓦
の
玉
縁
凸
面
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
一
連
の
文
字
は
よ
く
似
た
筆
跡
で
記
さ
れ
て
お
り
、
瓦
が
完
成
し
た
段
階
で
、
製
作
に
関
与
し

た
工
人
や
責
任
者
の
姓
名
、
月
日
を
ひ
と
り
の
人
物
が
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
第
二
類
か
ら
第
四
類
は
、
輪
や
削
人
、
上
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
分
担
す
る
工
程
を
終
え
た
段
階
で
姓
名
を
記
載
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
月
日
を
併
記
す
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
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丸
瓦
で
は
玉
縁
凸
面
に
輪
と
み
ら
れ
る
工
人
名
（
刻
印
も
し
く
は
箆
書
き
）
と
、
昆
人
の
姓
名
や
月
瞬
を
記
載
し
、
玄
人
の
姓
名
は
調
整
後
の
側

面
に
月
日
と
あ
わ
せ
て
記
載
さ
れ
る
。
平
瓦
で
は
凸
面
狭
並
倉
に
刻
印
か
箆
書
き
で
輪
と
み
ら
れ
る
工
人
名
を
あ
ら
わ
し
、
凸
面
の
他
の
部
位

に
削
人
、
昆
人
の
姓
名
や
月
日
な
ど
を
箆
書
き
す
る
。

　
以
上
の
検
討
か
ら
、
記
載
方
式
に
よ
り
文
字
瓦
を
二
種
に
大
別
で
き
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
報
告
に
よ
れ
ば
、
第
～
類
に
現
れ
る
日
付
が

四
月
上
旬
に
限
ら
れ
る
の
に
対
し
、
第
二
類
か
ら
第
四
類
の
日
付
は
四
月
下
旬
以
降
で
、
六
月
か
ら
八
月
が
最
も
多
い
。
こ
れ
が
確
か
で
あ
れ

ば
、
一
畳
下
金
に
瓦
を
供
給
し
た
工
房
で
は
、
第
一
類
の
よ
う
に
瓦
が
完
成
し
て
か
ら
責
任
者
の
名
前
と
あ
わ
せ
て
製
作
に
関
与
し
た
工
人
名

を
列
挙
す
る
と
い
う
方
式
は
初
期
の
限
ら
れ
た
時
期
に
と
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
降
は
工
程
を
終
え
る
ご
と
に
そ
れ
を
分
担
し
た
工
人
が
署

名
す
る
と
い
う
方
式
に
移
行
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
北
魏
洛
陽
城
の
瓦
生
産
と
「
吏
」
「
師
」
印
　
北
魏
洛
陽
城
で
は
一
号
房
趾
と
同
様
に
工
人
名
と
み
ら
れ
る
刻
印
や
真
書
き
を
施
し
た
文
字
瓦
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ば
し
ば
出
土
す
る
が
、
一
号
房
趾
の
よ
う
に
多
量
の
文
字
情
報
が
記
載
さ
れ
た
瓦
は
多
く
な
く
、
ほ
と
ん
ど

吏
郭
永
／
師
超
偲
2

　
　
　
　
　
　
　
凱

師

連
装庶

層

，

・

響「　　　　’
．

魍1

en　8
　O　5c
「吏」釘師」銘刻印瓦

は
工
人
の
姓
名
あ
る
い
は
そ
の
略
称
を
記
載
し
た
だ
け
で
あ
る
。
刻
印
の
押
捺
位
置
は
丸
瓦
玉
縁
凸
面
と
平
瓦

凸
面
狭
端
付
近
に
限
ら
れ
、
箆
書
き
は
丸
瓦
玉
縁
凸
面
と
平
瓦
凸
面
に
施
さ
れ
る
。
北
画
洛
陽
城
に
お
い
て
一

号
房
趾
と
同
様
の
生
産
方
式
が
普
遍
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
判
断
が
難
し
い
が
、
ひ
と
つ
の
瓦

に
複
数
の
署
名
が
な
さ
れ
た
例
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
製
作
に
か
か
わ
っ
た
工
人
す
べ
て
の
姓
名
を
記
載
す
る

わ
け
で
は
な
く
、
ひ
と
り
の
工
人
の
姓
名
を
記
載
す
る
こ
と
で
責
任
の
所
在
を
明
示
す
る
と
い
う
生
産
方
式
が

一
般
的
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　
一
方
、
こ
れ
と
は
異
な
る
瓦
生
産
の
管
理
方
式
が
存
在
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
は

「
吏
郭
永
」
「
師
天
栄
』
の
よ
う
に
職
名
と
姓
名
を
記
載
し
た
刻
印
の
存
在
で
あ
る
（
図
8
）
。
秦
漢
代
（
山
田

一
九
九
八
）
や
魏
聖
代
（
岡
崎
一
九
六
五
）
の
例
か
ら
、
「
吏
」
は
器
物
生
産
と
は
か
か
わ
ら
な
い
事
務
官
、
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「
師
」
は
実
際
に
製
作
の
指
導
に
あ
た
っ
た
工
人
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
刻
印
は
籔
書
体
で
記
さ
れ
る
も
の
が
多
い
点
で
そ
れ
以
外
の
工
人
名

の
膠
嚢
と
は
異
な
り
、
丸
瓦
の
区
部
凸
面
と
平
瓦
凸
面
に
押
捺
さ
れ
る
点
も
異
な
る
。
丸
瓦
の
筒
部
凸
面
の
よ
う
に
丁
寧
に
ミ
ガ
キ
調
整
を
施

す
部
位
は
、
ふ
つ
う
工
人
名
を
あ
ら
わ
し
た
刻
印
や
箆
書
き
は
施
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
点
に
も
刻
印
の
性
質
の
違
い
が
よ
く
現
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
い
る
。
資
料
の
検
討
が
不
十
分
で
あ
り
押
捺
の
時
点
は
判
断
で
き
な
い
が
、
こ
れ
が
認
証
印
や
検
定
印
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
種
の
刻
印
で
は
、
二
個
の
刻
印
が
な
ら
ん
で
押
捺
さ
れ
る
例
も
あ
る
か
ら
、
ふ
た
り
の
役
人
に
よ
り
二
重
の
検
査
が

お
こ
な
わ
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
洛
陽
城
で
は
、
閻
閨
門
祉
や
金
蔓
城
趾
の
発
掘
調
査
（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
漢
魏
故
城
隊
一
九
九
九
・
二
〇
〇
三
）
で
こ
の
種
の
刻

印
瓦
が
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
旗
印
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
出
土
量
が
少
な
い
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
官
吏
に
よ
る
検
査
は
抜
き

う
ち
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
限
ら
れ
た
工
房
で
の
み
使
用
さ
れ
た
管
理
方
式
で
あ
っ
た
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
北
魏
洛
陽
城
の
瓦
生
産
は
、
製
作
者
自
身
が
箆
書
き
や
劾
印
に
よ
り
姓
名
を
記
載
す
る
こ
と
で
責
任
の
所
在
を
明
示
す
る
方

式
だ
け
で
な
く
、
「
吏
」
あ
る
い
は
「
師
」
が
生
産
状
況
の
検
査
に
あ
た
る
と
い
う
管
理
方
式
が
併
存
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
刻
印
は
北
魏
洛
陽
城
以
外
で
は
出
土
せ
ず
、
以
下
に
述
べ
る
遠
投
・
北
爆
郷
城
の
刻
印
瓦
は
、
製
作
者
自
身
の
姓
名
を
記
載
し
た

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

2

東
魏
・
北
斉
鄭
城
の
刻
印
瓦
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河
北
省
臨
潭
県
の
郭
城
玩
よ
り
東
砂
・
亭
亭
代
の
刻
印
瓦
が
多
数
出
土
す
る
こ
と
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
金
鳳
（
無
爵
）
・
聖
応

（
金
虎
）
・
崇
光
（
五
井
）
の
三
台
を
は
じ
め
鄭
北
城
の
西
側
を
中
心
に
刻
印
瓦
が
採
集
さ
れ
て
き
た
。
本
章
に
お
い
て
分
析
対
象
と
す
る
刻

印
瓦
も
、
ほ
と
ん
ど
が
三
台
周
辺
で
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
台
と
そ
の
周
辺
の
宮
殿
区
は
、
北
斉
文
宣
帝
の
天
保
七
～
九
年
（
五
五
六
－
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

八
）
に
丁
匠
三
〇
万
人
を
発
し
て
大
規
模
な
修
築
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
三
台
周
辺
で
出
土
し
た
刻
印
瓦
は
東
魏
・
北
斉
代
で
も



中国北朝における瓦生産の展開（向井）

天
保
年
間
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
に
製
作
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
近
年
の
郷
南
城
の
調
査
に
お
い
て
も
同
様
の
刻
印
瓦
は

多
数
出
土
し
て
い
る
か
ら
、
天
保
年
間
に
限
ら
ず
東
魏
・
北
斉
代
を
通
じ
て
同
様
の
瓦
生
産
体
制
が
と
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、

刻
印
瓦
の
分
析
を
通
し
て
当
該
期
に
お
け
る
郷
城
の
瓦
生
産
体
制
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
刻
印
の
形
態
と
技
法
　
最
初
に
、
刻
印
の
形
態
と
文
字
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
。
刻
印
の
形
態
は
縦
長
の
長
方
形
や
隅
丸
長

方
形
を
基
本
と
し
、
上
端
が
尖
っ
た
砲
弾
形
や
長
五
角
形
を
呈
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
大
き
さ
に
は
か
な
り
の
個
体
差
が
あ
る
が
、
長
さ

二
・
二
～
六
・
○
㎝
、
幅
一
・
一
～
三
・
○
㎝
の
範
囲
に
お
さ
ま
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
の
種
の
刻
印
は
「
八
楊
大
」
「
九
四
清
」

「
公
書
」
の
よ
う
に
漢
数
字
と
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
一
行
で
表
記
す
る
。
こ
の
う
ち
、
漢
字
は
瓦
工
の
姓
名
あ
る
い
は
そ
の
略
称
と
み
ら
れ

て
お
り
、
漢
数
字
に
つ
い
て
は
製
作
年
月
を
省
略
し
た
も
の
と
す
る
説
（
命
～
九
六
三
）
や
製
作
月
日
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
す
る
説
が
あ
る

（
河
北
省
影
面
県
文
物
保
管
所
｝
九
八
三
）
。
こ
の
よ
う
な
刻
印
の
ほ
か
、
軍
主
の
姓
名
や
工
匠
の
姓
名
を
二
～
三
行
に
わ
た
っ
て
列
記
す
る
も
の

が
あ
り
、
そ
れ
は
や
や
大
型
の
方
形
も
し
く
は
縦
長
の
長
方
形
を
呈
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
刻
印
の
種
類
は
き
わ
め
て
多
い
。
過
去
に
報
告
さ
れ
て
い
る
資
料
と
京
都
大
学
総
合
博
物
館
お
よ
び
同
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
資
料
の
な
か

で
丸
瓦
～
〇
六
点
、
平
瓦
～
五
八
点
の
計
二
六
四
点
の
刻
印
瓦
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、
同
一
原
体
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
は

一
八
種
四
四
点
で
あ
っ
た
。
他
の
二
二
〇
点
の
な
か
に
は
文
字
が
不
明
瞭
な
も
の
も
多
く
含
ま
れ
る
が
、
原
体
の
数
は
判
明
し
て
い
る
だ
け
で

二
百
種
を
こ
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
鄭
城
出
土
瓦
の
な
か
で
刻
印
瓦
が
占
め
る
割
合
は
不
明
で
あ
る
が
、
刻
印
の
種
類
が
非
常
に
多
い
こ

と
は
注
意
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
一
原
体
の
可
能
性
が
あ
る
一
八
種
の
刻
印
瓦
の
う
ち
、
丸
瓦
と
平
瓦
の
両
方
に
同
じ
刻
印
が
み
ら
れ
る
も
の
は

「
三
張
租
」
の
一
種
二
点
の
み
で
あ
っ
た
（
図
9
1
1
6
）
。
平
瓦
の
刻
印
は
丸
瓦
の
そ
れ
に
く
ら
べ
て
相
対
的
に
大
き
く
、
丸
瓦
と
平
瓦
に
押
捺

さ
れ
る
刻
印
は
あ
る
程
度
区
別
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
つ
づ
い
て
刻
印
の
押
捺
位
置
や
押
捺
段
階
な
ど
に
つ
い
て
み
て
お
く
。
刻
印
は
丸
瓦
や
軒
丸
瓦
の
丸
瓦
部
の
場
合
、
玉
縁
凸
面
に
押
捺
し
、

平
瓦
や
軒
平
瓦
で
は
、
押
捺
位
置
は
凸
面
の
狭
端
付
近
に
限
定
さ
れ
る
。
刻
印
と
周
囲
の
調
整
の
関
係
か
ら
み
て
、
粘
土
円
筒
外
面
に
ナ
デ
調
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凡例

　《：刻印の傾き

　　（文字の天地）

数掌：破片点数

　
撫
ゴ
／

　
ヘ
　
ヨ
ち
り
こ
ド
　
ゴ
リ

　
う
　
　
　
　
ヒ
　

　
し
ロ
ド
に
し

ち
コ
じ
き
げ
ロ
リ
で
ほ
し
に
ド
ぽ
ド
サ
ほ
コ

甑、

亦
噤
D

ゾ
擬
“
、
．
、　

　
2

　
ゐ
馨
噂

F］（向井）

総難

1

中国北朝における瓦生産の展B

感
堵
幾

二1回

灘襲
　　　　　　　　　　5

　
駕
藻
4

へ
鑑
纏

蕪
「　

　
ヨ

難
轟
鋤

’
智

離
堺
沙

噸
驚
驚
潔
浬

藤
驚
憐

　
て
．
．
馬

3
Y

四洪

　
　
　

諌
撫
鐙

鍬，

ﾌ
懇

焦醸漁
斜
醜
麗
瞬
馴
城
蹴
、

騒．4鑓編嵩呼趣～
P　，「　星

．ig－e淑一一kLv仲

6

ムY

ll

五内

　　　　奪▽「

　　　　1，　 M．i
　　　　ltt　．1．lj

9

簿
辮
瑠

　
、
罫
門
昭
か
ぐ
、

　
，
、
毎
惇
懸
、

　
の
ノ
ロ
ち
み
ヒ
う
ま

　
　
　
　

熟一
瀦
簿
〆
▽
爆

　
．
螺
峯
．
、

4
2

九石［］

璽諜総癒：葦薫ジ11

藷慧鱒

嚢薪2

鱗
講
耀
繍
騨

際
．
迅
編
騰
讃
欝

蔀
継
鞭
∵
榔
欝
整
癬
鼎
畷

ム
ゆ
ヒ
　
ヤ
バ
　
　
つ
け
　

む
コ
　
コ

　
　
　
ド
　
ド
　
コ
リ
　
ロ

！
㌔
悲
蛍
ヒ
∵
占
聖
∴
滅
い
雪

ピ
し
ド
　

コ
ヒ
ニ
　
ド
　

コ
　
　
ら
ら
ほ
や

尋
戴
謹
ザ
層
臆
寧
い
、
、

卜
3

八Ll四

　
　
　
　

避
難

争
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
－

　
　
　
㎝

　
　
　
1
0

。

鐸難簿

1
i

図10　猿轡出±刻印瓦の押捺技法

Aア
1　　1

相鳳

25 （587）



整
を
施
し
た
後
に
押
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
刻
印
の
な
か
に
は
分
割
時
に
裁
断
さ
れ
て
い
る
も
の
（
図
9
1
3
）
が

含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
押
捺
時
点
は
円
筒
の
分
割
に
先
行
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
粘
土
円
筒
の
成
形
↓
粘
土
円
筒
外
面
の
調
整
↓
刻
印
押
捺
↓

半
乾
燥
↓
分
割
↓
ミ
ガ
キ
調
整
と
い
う
工
程
で
製
作
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
押
捺
時
点
に
関
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、
粘
土
円
筒
が
完
成
し
た
直
後
に
工
房
内
で
押
捺
さ
れ
た
の
か
、
乾
燥
場
に
運
ば
れ
た
後
に
押
捺
さ

れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
に
検
討
す
る
押
捺
者
の
問
題
と
も
密
接
に
か
か
わ
る
。
粘
土
円
簡
を
模
骨
か
ら
外
し
た
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

で
刻
印
を
押
捺
し
た
場
合
、
凹
面
側
か
ら
指
な
ど
で
支
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
郷
城
出
土
の
丸
瓦
や
平
瓦
に
そ
の
よ
う
な
例
は
存
在
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
刻
印
を
押
捺
し
た
の
は
粘
土
円
筒
を
模
骨
か
ら
外
す
前
で
あ
り
、
さ
ら
に
い
え
ば
生
瓦
が
完
成
し
た
直
後
、
歯
骨
が
ま
だ
回
転
台

上
に
あ
る
段
階
で
押
捺
さ
れ
た
可
能
性
が
た
か
い
。

　
刻
印
の
方
向
と
押
捺
主
体
　
刻
印
の
押
捺
方
向
は
多
様
で
あ
る
が
、
刻
印
の
原
体
ご
と
に
そ
の
傾
き
を
観
察
す
る
と
、
同
一
の
刻
印
で
は
押
捺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

方
向
に
規
則
性
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
四
洪
」
の
印
が
押
捺
さ
れ
た
丸
瓦
三
点
（
図
1
0
1
3
～
5
）
は
い
ず
れ
も
瓦
の
天
地
と
刻
印
の
方
向

が
逆
で
あ
る
。
ま
た
「
二
国
運
」
の
印
が
押
捺
さ
れ
た
丸
瓦
二
点
（
図
1
0
1
1
・
2
）
は
瓦
の
天
地
軸
に
対
し
右
傾
す
る
。
「
五
内
」
の
印
が
押

捺
さ
れ
た
丸
瓦
二
点
（
図
1
0
1
6
・
7
）
は
、
押
捺
方
向
が
瓦
の
天
地
に
対
応
す
る
も
の
と
天
地
逆
に
押
捺
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
印
の
傾
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
い
う
点
で
は
一
致
す
る
。
平
瓦
で
は
、
「
八
手
四
」
の
刻
印
を
押
捺
し
た
三
点
（
図
！
0
1
1
0
～
1
2
）
は
す
べ
て
瓦
の
天
地
軸
に
対
し
て
直
交
し
、

＝
九
石
□
」
の
刻
印
が
み
ら
れ
る
二
点
（
図
1
0
－
8
・
9
）
は
瓦
の
天
地
軸
に
対
し
右
傾
し
て
押
捺
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
刻
印
の
方
向
に
は
原
体
ご
と
に
＝
疋
の
規
則
性
が
み
と
め
ら
れ
、
こ
れ
は
刻
印
を
押
捺
し
た
人
間
の
癖
で
あ
る
可
能
性
が
た

か
い
。
た
だ
、
「
相
鳳
」
の
刻
印
を
押
捺
し
た
平
瓦
二
点
（
図
1
0
－
1
3
・
1
4
）
の
よ
う
に
、
同
一
の
原
体
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
も
押
捺
方
向
に

規
則
性
が
み
ら
れ
な
い
も
の
も
例
外
的
に
存
在
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
資
料
数
が
少
な
い
た
め
評
価
が
難
し
い
が
、
押
捺
の
方
向
が
定
ま
っ

て
い
な
い
こ
と
も
押
捺
者
の
個
性
の
ひ
と
つ
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
資
料
数
は
少
な
い
も
の
の
、
刻
印
の
方
向
に
は
原
体
ご
と
に
押
捺
者
の
癖
が
み
て
と
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
刻
印
を
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押
捺
し
た
の
は
生
瓦
が
完
成
し
た
直
後
、
模
骨
を
粘
土
円
筒
か
ら
外
す
前
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
刻
印
の
押
捺
主
体
は
生
瓦
愚
将
自

身
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
刻
印
と
生
瓦
作
工
と
が
対
応
す
る
可
能
性
は
た
か
い
。
人
名
を
表
記
し
た
と
み
ら
れ
る
刻
印
の
種
類
が

き
わ
め
て
多
い
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
刻
印
の
押
捺
主
体
は
監
督
官
や
検
査
官
で
は
な
く
、
瓦
工
が
自
ら
の
姓
名
あ
る
い
は
そ
の
略
称
を
あ
ら

わ
し
た
刻
印
を
押
捺
し
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
刻
印
押
捺
と
瓦
生
産
の
管
理
　
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
刻
印
に
記
さ
れ
た
漢
字
は
押
捺
者
の
姓
名
あ
る
い
は
そ
の
略
称
を
あ
ら
わ
し
た
も
の

で
、
そ
の
押
捺
者
の
大
半
は
生
瓦
作
工
自
身
で
あ
っ
た
と
推
測
し
た
が
、
漢
数
字
の
解
釈
に
つ
い
て
は
瓦
の
技
法
的
検
討
や
数
量
的
な
分
析
か

ら
の
検
証
が
困
難
で
あ
る
。
漢
数
字
を
製
作
年
月
と
す
る
説
や
月
日
と
す
る
説
は
、
い
ず
れ
も
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
確
証
が
な
い
。
前
者
の

説
は
、
具
体
的
な
年
号
や
「
年
」
の
文
字
を
表
記
し
た
例
が
皆
無
で
あ
る
点
が
問
題
で
あ
り
、
後
者
の
説
で
は
刻
印
の
性
質
か
ら
考
え
て
ご
く

短
期
間
の
使
用
の
た
め
に
刻
印
を
製
作
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
工
房
編
制
時
の
略
号
の
よ
う
に
生
産
体
制
に
か
か
わ
る
何
ら

か
の
番
号
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
の
検
討
か
ら
は
結
論
を
導
く
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
判
断
を
保
留
し
て
お
き
た
い
。

　
次
に
、
軍
主
の
姓
名
や
工
匠
の
姓
名
を
二
～
三
行
に
わ
た
っ
て
記
載
す
る
タ
イ
プ
の
刻
印
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。
こ
の
種
の
刻
印
は
良
好

な
例
を
実
見
で
き
て
い
な
い
が
、
一
行
目
に
軍
営
の
姓
名
、
二
行
目
に
作
料
の
姓
名
、
三
行
目
に
匠
の
姓
名
を
記
し
た
も
の
が
基
本
と
さ
れ
る

（
河
北
省
臨
濫
淫
文
物
保
管
所
一
九
八
三
）
。
軍
主
と
は
南
北
朝
時
代
の
兵
制
に
特
徴
的
な
武
官
で
、
部
曲
す
な
わ
ち
官
私
の
兵
隊
を
指
揮
し
た

（
宮
川
～
九
五
五
）
。
北
朝
に
お
い
て
「
兵
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
造
営
事
業
に
徴
発
さ
れ
て
労
役
に
服
す
る
こ
と
が
あ
る
（
唐
一
九
八
三
）
。
そ
の
場

合
、
先
述
の
軍
主
と
作
頭
、
工
匠
の
姓
名
を
列
記
し
た
刻
印
か
ら
判
断
し
て
、
軍
主
は
工
匠
の
上
に
あ
っ
て
生
産
を
管
理
、
監
督
す
る
立
場
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
こ
れ
は
認
証
印
・
検
定
印
と
し
て
品
質
管
理
を
は
か
る
機
能
を
有
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
最

終
調
整
を
終
え
た
段
階
で
押
捺
さ
れ
る
べ
き
印
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
種
の
印
も
他
の
印
と
同
様
に
生
心
が
完
成
し
た
直
後
に
押
捺
さ
れ
て
い

る
可
能
性
が
た
か
く
、
認
証
印
・
検
定
印
と
し
て
十
分
に
機
能
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
生
産
の
責
任
者
や
管
理
者
の
姓
名
を
明
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、
｝
般
の
工
人
の
姓
名
を
記
し
た
刻
印
よ
り
も
高
い
レ
ベ
ル
で
の
責
任
の
所
在
を
示
し
た
印
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。
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以
上
の
よ
う
に
、
吉
城
の
三
台
周
辺
で
出
土
し
た
刻
印
瓦
の
生
産

は
、
生
瓦
作
工
自
身
の
姓
名
や
、
生
産
の
管
理
者
た
る
軍
主
や
工
房

の
責
任
者
、
工
匠
の
姓
名
を
表
記
し
た
刻
印
を
押
捺
す
る
こ
と
に
よ

り
、
製
品
に
対
す
る
責
任
の
所
在
を
明
示
す
る
と
い
う
方
式
を
と
っ

て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
瓦
生
産
方
式
は
北
魏
洛
‘

陽
城
の
文
字
瓦
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

3

階
唐
期
の
北
朝
系
刻
印
瓦

　
階
唐
期
の
瓦
の
文
様
や
技
法
に
は
、
北
朝
の
影
響
が
明
瞭
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。
瓦
当
文
様
で
は
瓦
当
周
縁
を
広
く
つ
く
る
手
法
や
軒

平
瓦
の
波
状
重
弧
文
、
製
作
技
法
で
は
軒
丸
瓦
の
接
合
技
法
や
青
棍

瓦
の
技
法
な
ど
に
北
朝
的
要
素
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
刻
印

瓦
に
つ
い
て
も
若
干
の
相
違
点
は
あ
る
も
の
の
、
北
朝
の
刻
印
押
捺

方
式
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
階
唐
の
刻
印
瓦
に
つ

い
て
詳
細
に
議
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
北
朝
の
文
字
瓦
と

の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
を
お
こ
な
う
。

　
階
か
ら
初
唐
の
刻
印
瓦
　
階
唐
洛
陽
城
の
応
天
門
の
北
側
で
発
見
さ

れ
た
婆
娑
の
瓦
窯
は
階
唐
宮
城
へ
の
供
給
を
目
的
に
操
業
し
た
も
の

で
、
そ
の
年
代
は
場
帝
（
在
位
六
〇
甲
一
八
年
）
が
洛
陽
城
の
建
設
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⑨

を
開
始
し
た
大
業
元
年
（
六
〇
五
）
か
ら
玄
宗
（
在
位
七
一
一
了
五
六
年
）
が
城
内
で
の
築
窯
を
禁
止
し
た
開
元
一
九
年
（
七
三
一
）
ま
で
の
範
囲

で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
洛
陽
博
物
館
一
九
七
四
）
。
出
土
し
た
平
瓦
は
、
凸
面
に
「
匠
」
の
字
と
瓦
工
の
姓
名
を
記
し
た
刻
印
が
押
捺
さ

れ
て
い
る
（
図
1
1
）
。
工
人
の
姓
名
は
す
べ
て
陰
刻
で
表
記
さ
れ
て
お
り
「
警
保
貴
」
「
周
到
仁
」
な
ど
＝
ハ
種
が
存
在
す
る
。
刻
印
瓦
の
点
数

は
二
六
五
点
を
数
え
る
。
刻
印
は
長
さ
一
二
～
一
五
㎝
、
幅
四
㎝
程
度
の
大
型
の
長
方
形
を
呈
し
、
翼
端
付
近
に
縦
方
向
に
押
捺
さ
れ
る
。

　
次
に
、
唐
長
安
城
大
明
宮
の
含
元
殿
鉦
出
土
の
刻
印
瓦
を
と
り
あ
げ
る
。
長
元
殿
は
大
明
宮
の
正
殿
で
あ
り
、
龍
朔
二
年
（
六
六
二
）
か
ら

そ
の
翌
年
に
か
け
て
造
営
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
一
九
九
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
調
査
で
は
、
殿
舎
の
脇
か
ら
二
一
基
の
瓦
窯

が
検
出
さ
れ
、
こ
れ
が
含
元
殿
創
建
期
の
瓦
を
生
産
し
た
窯
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
西
安
唐
馬
工
作
隊
一
九

九
七
）
。
窯
趾
か
ら
は
多
く
の
博
と
と
も
に
刻
印
瓦
三
点
が
出
土
し
た
（
図
1
2
…
1
～
3
）
。
「
銀
側
」
の
あ
と
に
工
人
の
姓
名
を
記
載
す
る
も
の

で
、
記
載
内
容
や
形
態
、
大
き
さ
は
博
に
押
捺
さ
れ
た
刻
印
と
類
似
す
る
。
長
さ
一
〇
㎝
程
度
、
幅
二
～
四
㎝
の
長
方
形
を
呈
し
、
平
瓦
凸
面

の
狭
端
付
近
に
縦
方
向
に
押
捺
さ
れ
る
。

　
以
上
、
階
か
ら
初
唐
期
の
刻
印
瓦
を
み
る
と
、
「
匠
」
「
官
軍
」
の
あ
と
に
工
匠
の
姓
名
を
記
載
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
記

載
パ
タ
ー
ン
が
変
化
し
、
刻
印
も
大
型
化
す
る
が
、
群
々
の
姓
名
を
記
載
す
る
点
で
は
北
朝
の
文
字
瓦
に
通
ず
る
。
刻
印
の
押
捺
位
置
は
依
然

と
し
て
平
瓦
凸
面
の
狭
端
付
近
で
あ
る
。
丸
瓦
に
刻
印
を
押
捺
し
た
例
は
少
な
い
が
、
階
隠
洛
陽
城
西
側
に
位
置
す
る
爽
城
の
発
掘
調
査
で
は
、

丸
瓦
の
玉
縁
凸
面
に
刻
印
を
押
捺
し
た
例
が
あ
る
（
洛
陽
市
文
物
工
作
隊
一
九
八
三
）
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
階
か
ら
初
唐
に
か
け
て
は
刻
印
の
大

型
化
に
と
も
な
い
丸
瓦
の
刻
印
が
減
少
す
る
も
の
の
、
平
瓦
の
刻
印
押
捺
位
置
や
刻
印
の
記
載
内
容
は
、
北
朝
の
刻
印
瓦
か
ら
継
承
し
た
と
み

て
よ
い
。

　
帝
号
の
劾
印
瓦
　
階
唐
長
安
城
の
東
端
に
玄
宗
の
皇
居
の
ひ
と
つ
で
あ
る
興
野
宮
が
造
営
さ
れ
る
の
は
開
元
二
年
（
七
…
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。

一
九
五
八
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
発
掘
調
査
（
馬
一
九
五
九
）
で
は
、
「
春
赤
汐
廿
九
五
月
官
瓦
」
や
「
天
宝
二
五
月
官
瓦
」
な
ど
玄
宗
の
時
期
の

年
号
と
月
を
記
し
た
刻
印
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。
年
号
に
は
開
元
二
九
年
（
七
四
一
）
か
ら
国
宝
八
年
（
七
四
九
）
ま
で
の
も
の
が
あ
る
。
「
春
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図12　唐長安城大明宮含元殿出土刻印瓦

明
」
は
興
慶
宮
か
ら
も
っ
と
も
近
い
城
門
が
春
明
門
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

興
慶
宮
所
用
瓦
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
十
王

宅
内
作
官
瓦
」
や
「
十
王
宅
鐙
瓦
」
の
刻
印
も
供
給
先
を
示
し
た
も
の

　
　
⑩

で
あ
る
。

　
ま
た
、
先
述
の
唐
長
安
城
大
明
宮
の
総
元
殿
趾
の
調
査
で
は
、
瓦
窯

出
土
の
刻
印
瓦
の
ほ
か
に
も
、
殿
趾
周
辺
か
ら
～
三
種
三
五
点
の
刻
印

瓦
が
出
土
し
て
い
る
（
図
1
2
1
4
～
1
2
）
。
殿
趾
周
辺
出
土
の
刻
印
瓦
に

は
「
玄
武
天
宝
五
月
鐙
瓦
」
の
よ
う
に
元
号
と
製
作
月
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
が
あ
り
、
「
玄
武
」
の
文
字
は
含
元
殿
所
用
瓦
で
あ
る
こ
と
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
将
作
官
瓦
」
の
刻
印
や
、
工
匠
の
姓
名

を
記
し
た
刻
印
も
あ
る
。
刻
印
は
長
さ
一
〇
～
一
五
㎝
、
幅
三
～
四
㎝

ほ
ど
の
長
方
形
を
呈
し
、
平
瓦
凸
面
狭
端
付
近
に
縦
方
向
に
押
捺
さ
れ

る
。
含
一
門
は
天
宝
六
～
八
年
（
七
四
七
－
四
九
）
に
修
造
が
お
こ
な
わ

れ
、
「
玄
武
天
宝
五
月
官
瓦
偏
や
「
玄
武
天
六
官
」
な
ど
の
刻
印
瓦
が

そ
れ
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
将
作
官
瓦
」
の
刻
印
や
工
人
名

の
刻
印
は
、
明
確
な
時
期
を
決
定
で
き
な
い
。

　
陳
西
論
題
濾
県
鷹
山
の
華
清
韻
～
帯
は
、
唐
の
太
宗
李
世
民
（
在
位

六
二
六
－
四
九
年
）
が
貞
観
～
八
年
（
六
四
四
）
頃
か
ら
温
泉
宮
を
造
営

し
、
八
世
紀
前
半
に
は
玄
宗
に
よ
り
大
改
修
が
お
こ
な
わ
れ
華
清
宮
と
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改
称
さ
れ
る
。
発
掘
調
査
で
は
「
子
宝
二
年
内
報
長
期
」
「
天
六
高
官
」
な
ど
の
刻
印
瓦
が
出
土
し
、
玄
宗
の
天
宝
年
間
（
七
四
一
一
－
五
六
）
の

改
修
時
に
供
給
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
酪
一
九
九
八
）
。
ま
た
「
北
六
官
泉
」
「
六
宮
泉
南
」
な
ど
供
給
先
を
記
し
た
刻
印
瓦
も
そ
れ

と
同
時
期
の
瓦
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
大
き
さ
や
形
態
、
押
捺
位
置
な
ど
は
大
明
宮
含
元
殿
の
例
と
大
差
な
い
が
、
ま
れ
に
横
方
向
に
転
が
し

な
が
ら
連
続
的
に
押
捺
さ
れ
る
印
が
あ
る
。

　
以
上
の
事
例
か
ら
、
玄
宗
の
時
期
の
刻
印
瓦
が
そ
れ
以
前
の
も
の
と
く
ら
べ
て
文
字
内
容
に
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ
の
事

実
は
含
元
殿
の
報
告
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
哲
安
蘇
城
工
作
隊
一
九
九
七
）
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
等
覚
に
お

い
て
工
匠
の
姓
名
を
記
載
し
た
刻
印
瓦
は
、
初
生
に
は
「
官
匠
」
の
あ
と
に
姓
名
を
記
載
す
る
か
た
ち
へ
と
変
化
し
、
玄
宗
の
時
期
に
は
年
号

や
窯
名
を
記
す
も
の
が
現
れ
る
と
い
う
。
そ
の
変
遷
観
は
大
体
に
お
い
て
誤
り
が
な
い
が
、
以
下
で
は
そ
の
見
解
に
若
干
の
修
正
を
加
え
つ
つ

本
稿
で
の
見
解
を
ま
と
め
て
お
く
。

　
北
朝
系
刻
印
瓦
の
終
焉
　
北
朝
の
工
人
名
刻
印
瓦
の
系
譜
を
う
け
て
、
階
か
ら
初
唐
の
刻
印
瓦
は
「
匠
漏
「
官
匠
」
「
将
作
匠
」
の
あ
と
に
姓
名

を
記
載
す
る
か
た
ち
を
定
型
化
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
刻
印
は
本
来
、
北
朝
の
文
字
瓦
と
同
様
に
、
製
作
者
の
姓
名
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
晶

質
管
理
を
は
か
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
丸
瓦
へ
の
刻
印
押
捺
率
が
き
わ
め
て
低
い
こ
と
か
ら
み
て
も
、
厳
密
に
製

品
と
製
作
者
と
を
対
応
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
文
字
内
容
か
ら
み
て
も
、
と
く
に
後
二
者
は
宮
営
工

房
所
属
の
工
匠
で
あ
る
旨
を
明
示
す
る
点
で
北
朝
の
文
宇
瓦
と
は
異
な
り
、
五
薬
に
お
い
て
文
字
瓦
が
採
用
さ
れ
た
段
階
と
は
刻
印
の
意
味
が

変
化
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
玄
宗
の
時
期
に
は
、
年
号
や
供
給
先
の
建
物
名
と
「
官
瓦
」
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
が
主
流
と
な
り
、
工
匠
の
姓
名
を
記
載
し
た
刻
印
は
目

立
た
な
く
な
る
。
こ
れ
ら
の
刻
印
は
、
い
ず
れ
も
品
質
管
理
の
た
め
に
押
捺
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
世
代
の
造
営
事
業
に
お
い
て
は
瓦
の
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

量
把
握
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
数
量
確
認
の
目
的
で
刻
印
が
押
捺
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
推
測
の
域
を
出
な
い
。
た
だ
、

年
号
を
記
し
た
刻
印
の
多
く
が
「
玄
武
天
宝
五
月
官
瓦
」
の
よ
う
に
供
給
先
を
特
定
し
う
る
記
載
方
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
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当
該
期
の
刻
印
は
年
号
や
供
給
先
を
示
す
こ
と
で
ど
の
造
営
事
業
に
使
用
さ
れ
る
瓦
か
を
特
定
す
る
役
割
が
大
き
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ

れ
は
、
あ
る
い
は
開
元
～
九
年
（
七
三
一
）
に
城
内
で
の
築
窯
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
と
関
連
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
華
清
宮
の
報
告
で
は
、
丸
瓦
と
平
瓦
の
規
格
や
製
作
技
法
、
焼
成
の
変
遷
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
り
、
唐
代
に
は
時
期
の
下
降
と
と
も
に
青

棍
瓦
が
減
少
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
規
格
も
小
さ
く
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
酪
一
九
九
八
）
。
と
く
に
粛
宗
の
至
徳
元
年
（
七
五
六
）
以

降
の
時
期
に
は
、
青
春
の
平
瓦
が
基
本
的
に
消
失
し
刻
印
瓦
も
少
な
く
な
る
。
当
該
期
の
刻
印
瓦
が
ほ
と
ん
ど
出
土
し
な
い
こ
と
は
、
こ
の
よ

う
な
製
作
技
法
の
粗
雑
化
が
、
瓦
生
産
体
制
の
弛
緩
と
対
応
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
安
史
の
乱
（
七
五
翠

六
三
年
）
と
い
う
中
国
史
上
の
重
大
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
が
、
そ
の
前
兆
は
八
世
紀
前
半
に
す
で
に
現
れ
て
い
る
。
玄

宗
の
時
期
に
お
け
る
刻
印
瓦
は
、
晶
質
管
理
の
た
め
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
階
唐
朝
に
お
け
る
刻
印
瓦
の
変
化
は
、
徐
々
に
瓦
生

産
の
管
理
体
制
が
弛
緩
し
て
い
く
な
か
で
工
匠
名
を
記
載
す
る
行
為
自
体
が
形
骸
化
し
て
い
き
、
玄
宗
の
時
期
に
お
け
る
刻
印
の
変
質
を
経
て
、

最
終
的
に
消
滅
し
て
い
く
過
程
の
現
れ
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
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①
南
朝
の
文
字
瓦
は
そ
の
存
在
さ
え
明
ら
か
で
な
く
、
北
朝
系
文
字
瓦
と
い
い
な

　
が
ら
南
朝
の
そ
れ
に
対
し
て
設
定
し
た
概
念
で
は
な
い
。
一
方
、
北
魏
よ
り
前
で

　
は
、
秦
漢
代
の
都
城
遣
跡
な
ど
で
刻
印
や
箆
書
き
の
文
字
瓦
が
多
く
出
土
す
る
が
、

　
秦
漢
代
の
刻
印
瓦
の
大
き
な
特
徴
は
、
押
捺
位
置
が
丸
瓦
指
骨
凸
面
と
平
瓦
凹
面

　
に
限
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
北
朝
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。

②
一
般
に
、
瓦
に
押
捺
さ
れ
た
刻
印
の
機
能
は
、
帰
属
印
か
認
証
印
・
検
定
印
の

　
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
上
原
一
九
八
四
）
。
帰
属
印
は
製
品
ご
と
に

　
製
作
者
を
弁
署
す
る
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
認
証
印
・
検
定
印
は
製
品
の
品

　
質
や
労
働
状
況
を
管
理
す
る
た
め
の
印
で
あ
り
、
製
作
者
以
外
の
人
込
に
よ
り
押

　
捺
さ
れ
る
。

③
　
　
隅
北
斉
書
』
巻
四
・
文
宣
紀
。
天
保
七
年
（
五
五
六
）
に
「
三
年
、
修
広
三
台

　
宮
殿
扁
の
記
事
が
あ
り
、
天
保
九
年
（
五
五
八
）
に
は
「
先
是
、
発
丁
匠
三
十
余

　
万
営
三
台
於
営
船
下
、
因
其
旧
基
而
高
博
之
、
大
起
宮
室
及
遊
説
園
。
至
是
、
三

　
論
罪
、
改
鋼
爵
試
金
鳳
、
金
滞
日
聖
応
、
氷
井
日
崇
光
偏
と
あ
る
。

④
河
北
省
臨
潭
県
文
物
保
管
所
に
よ
る
詳
報
（
河
北
省
碧
潭
県
文
物
保
管
所
一
九

　
八
三
）
に
拓
本
が
掲
載
さ
れ
た
丸
瓦
七
五
点
、
平
瓦
一
〇
五
点
に
加
え
て
、
京
都

　
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
の
丸
瓦
二
七
点
、
平
瓦
三
四
点
、
同
人
文
科
学
研
究
所
所

　
蔵
の
丸
瓦
四
点
、
平
瓦
一
九
点
を
も
と
に
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。

⑤
平
瓦
凹
面
に
ミ
ガ
キ
調
整
を
施
す
も
の
に
つ
い
て
は
判
断
で
き
な
い
が
、
凹
面

　
に
布
目
を
残
す
平
瓦
や
丸
瓦
に
お
い
て
凹
面
側
か
ら
指
で
押
さ
え
た
痕
跡
は
み
と

　
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
押
印
時
の
圧
力
に
よ
り
ゆ
が
ん
だ
瓦
も
存
在
し
な
い
。
こ

　
れ
ら
の
事
実
は
、
粘
土
円
筒
を
模
骨
か
ら
外
す
前
の
安
定
し
た
状
態
で
、
刻
印
が

　
押
捺
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。



⑥
こ
こ
で
い
う
瓦
の
天
地
と
は
、
粘
土
円
筒
を
成
形
し
た
段
階
で
の
天
地
を
指
し
、

　
海
端
側
を
上
、
広
予
選
を
下
と
便
宜
的
に
定
義
し
て
お
く
。

⑦
長
方
形
の
刻
印
が
し
ば
し
ば
粘
土
円
筒
の
天
地
に
対
し
て
逆
に
押
捺
さ
れ
る
の

　
に
対
し
、
上
端
が
尖
っ
た
砲
弾
形
や
長
五
角
形
を
呈
す
る
も
の
は
、
刻
印
の
天
地

　
が
粘
土
円
筒
の
天
地
に
対
応
す
る
よ
う
に
押
捺
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、

　
後
者
の
よ
う
な
形
態
の
印
は
天
地
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫
と
も
考
え

　
ら
れ
る
。
ま
た
門
五
内
扁
の
印
は
使
用
途
中
で
原
体
の
左
右
を
切
り
縮
め
て
い
る

　
こ
と
か
ら
、
使
用
期
間
に
一
定
の
時
間
幅
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
そ
の
間
に

　
押
捺
方
向
が
逆
転
し
た
と
す
る
見
方
も
で
き
よ
う
。

⑧
軍
主
の
も
と
に
組
織
さ
れ
た
部
幽
は
一
般
に
衆
・
士
卒
・
兵
な
ど
と
呼
ば
れ
る

　
（
宮
川
～
九
五
五
）
。
部
曲
は
軍
事
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
労
役
に
服
し
た
こ
と

　
が
知
ら
れ
、
造
営
事
業
や
農
業
生
産
な
ど
に
も
徴
発
さ
れ
た
。
造
営
事
業
に
あ
た

　
っ
て
徴
発
さ
れ
た
門
兵
」
を
統
率
し
た
の
が
再
主
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で

　
あ
る
が
、
こ
の
刻
印
瓦
か
ら
推
測
し
て
軍
主
が
官
の
造
営
事
業
に
関
与
し
て
い
た

　
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

⑨
魍
唐
会
要
』
巻
八
六
・
街
巷
条
。
「
開
元
十
九
年
六
月
勅
。
京
洛
両
都
、
是
惟

　
帝
宅
、
街
衙
坊
市
、
論
難
修
築
、
城
内
不
得
穿
掘
為
銀
、
製
造
確
瓦
、
其
有
公
私

　
修
造
、
不
得
於
街
巷
穿
坑
取
土
工
と
あ
る
。

⑩
　
　
『
唐
会
要
』
巻
三
〇
・
興
慶
貰
手
。
「
開
元
二
年
七
月
二
十
九
日
、
以
興
慶
里

　
旧
邸
為
興
慶
宮
。
初
、
上
在
藩
邸
、
論
理
差
等
同
居
子
興
慶
黒
、
時
人
号
日
五
王

　
子
宅
」
と
あ
り
、
興
慶
宮
の
前
身
た
る
興
慶
里
旧
邸
の
通
称
が
門
五
王
子
宅
」
で

　
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑪
唐
代
に
お
い
て
埣
瓦
の
製
作
を
担
当
し
た
の
は
将
作
監
の
下
に
お
か
れ
た
甑
官

　
署
で
あ
る
（
『
大
平
六
典
』
巻
二
三
・
獣
官
署
令
条
）
。

⑫
州
大
唐
六
典
輪
巻
二
三
・
将
作
型
丞
条
。
川
敷
営
造
修
理
、
土
木
瓦
石
不
出
於

　
所
司
者
、
総
料
其
数
上
於
尚
書
省
。
凡
営
軍
器
、
皆
鍋
題
年
月
及
工
人
姓
名
、
弁

　
其
名
物
而
閲
其
虚
実
扁
と
あ
る
。

第
三
章
　
瓦
生
産
の
変
革
と
北
朝
系
刻
印
瓦
の
展
開

中国北朝における瓦生産の展開（向井）

　
前
章
で
は
北
朝
か
ら
階
唐
期
に
か
け
て
、
製
作
者
名
を
記
載
し
た
文
字
瓦
が
流
行
し
、
そ
れ
は
本
来
、
品
質
管
理
を
目
的
と
し
て
い
た
可
能

性
が
た
か
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
こ
で
、
再
び
平
城
の
明
堂
で
出
土
し
た
文
字
瓦
に
戻
り
、
五
世
紀
末
に
お
け
る
文
字
瓦
出
現
の
意
昧

を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

　
平
城
の
明
堂
趾
で
出
土
す
る
文
字
瓦
（
図
3
1
4
～
2
0
）
に
は
、
箆
書
き
に
よ
る
も
の
と
刻
印
を
押
捺
し
た
も
の
の
両
者
が
あ
る
が
、
刻
印

瓦
は
箆
書
き
の
文
字
瓦
に
対
し
て
圧
倒
的
に
少
な
く
、
文
字
の
内
容
も
「
皇
」
「
莫
問
」
「
莫
」
な
ど
数
種
に
限
ら
れ
る
。
箆
書
き
の
文
字
は
少

な
く
と
も
三
〇
種
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
半
は
工
人
の
姓
名
あ
る
い
は
そ
の
一
部
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
股
二
〇
〇
〇
）
。
箆
書
き
、
刻

印
の
位
置
は
い
ず
れ
も
丸
瓦
の
玉
縁
凸
面
と
平
瓦
凸
面
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
北
魏
洛
陽
城
出
土
の
文
字
瓦
の
う
ち
工
人
の
姓
名
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を
記
載
し
た
も
の
と
類
似
性
が
つ
よ
く
、
平
城
明
堂
造
営
時
の
瓦
生
産
体
制
は
洛
陽
城
の
そ
れ
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
雲
岡
石
窟
を
は
じ
め
平
城
期
の
主
要
な
遺
跡
で
は
、
箆
書
き
・
刻
印
瓦
は
ほ
と
ん
ど
出
土
し
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
出
現
も
洛
陽
遷
都
直
前

に
お
け
る
変
化
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
会
堂
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
洛
陽
遷
都
直
前
の
瓦
が
瓦
当
文
様
や
製
作
技
法
に
お
い
て
そ
れ
以
前
と

大
き
く
異
な
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
明
堂
で
は
平
城
期
に
典
型
的
な
文
字
瓦
当
が
出
土
せ
ず
、
複
弁
蓮
華
文
や
獣
面
文
瓦
当

が
主
体
を
占
め
る
。
ま
た
、
平
瓦
凹
面
や
丸
瓦
筒
部
凸
面
を
ミ
ガ
キ
調
整
し
て
黒
色
に
燃
す
青
棍
瓦
も
明
堂
造
営
の
頃
か
ら
普
遍
的
に
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
洛
陽
遷
都
直
後
に
は
押
圧
波
状
文
平
瓦
の
広
全
面
に
～
条
の
弧
文
を
加
え
た
も
の
が
出
現
し
、
洛
陽
後
半
期
に

は
上
下
二
層
の
押
圧
波
状
文
を
飾
る
波
状
重
弧
文
軒
平
瓦
が
現
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
洛
陽
遷
都
前
後
に
お
け
る
変
化
は
、
文
様
と
技
法
の
両
面
に
わ
た
る
と
は
い
え
、
い
ず
れ
も
瓦
の
外
観
に
か
か
わ
る
変
化
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
漢
代
に
お
け
る
瓦
製
作
技
法
の
変
化
（
谷
一
九
八
四
）
と
は
大
き
く
性
格
を
異
に
し
、
瓦
を
使
用
す
る
側
の
意
図
が
現
れ
た

変
化
、
絵
皿
翻
す
れ
ば
支
配
者
側
の
要
求
に
端
を
発
し
た
変
化
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
洛
陽
遷
都
直
前
と
い
え
ば
、
高
祖
孝
文
帝
が
親
政
を
開
始

し
、
本
格
的
な
漢
化
政
策
に
乗
り
出
し
た
時
期
で
あ
り
、
洛
陽
遷
都
も
そ
の
改
革
の
～
環
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
当
該
期
の
変
化
は
、
改
革
と
い

う
気
風
の
な
か
で
屋
根
景
観
も
一
新
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
当
該
期
に
格
の
高
い
建
物
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
青
棍
瓦
は
、
表
面
を
丁
寧
に
ミ
ガ
キ
調
整
し
て
黒
色
に
燃
し
焼
き
し
た
も
の
で
、

こ
れ
が
そ
れ
以
前
の
瓦
に
く
ら
べ
圧
倒
的
に
入
念
な
調
整
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
高
い
品
質
が
要
求
さ
れ
た

瓦
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
瓦
工
名
を
製
品
に
記
す
こ
と
で
責
任
の
所
在
を
明
示
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
北
魏
か
ら
東
魏
・
北

斉
に
か
け
て
の
時
期
に
は
露
都
の
造
営
に
際
し
て
大
量
の
労
働
力
を
徴
発
し
て
お
り
、
労
働
状
況
の
把
握
と
品
質
管
理
の
徹
底
は
当
該
期
の
大

き
な
課
題
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
製
作
時
に
お
け
る
文
字
瓦
の
比
率
を
知
る
す
べ
は
な
い
が
、
高
い
質
を
保
つ
た
め
に
製
品
の
品
質
管
理

が
求
め
ら
れ
た
こ
と
と
、
大
量
の
労
働
力
の
動
員
に
と
も
な
う
労
働
管
理
の
必
要
性
と
が
当
該
期
に
お
け
る
文
字
瓦
出
現
の
契
機
で
あ
っ
た
可

能
性
を
考
え
て
お
き
た
い
。
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中国北朝における瓦：生産の展開（向井）

　
平
城
明
堂
の
瓦
生
産
は
北
魏
洛
陽
城
に
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
た
が
、
洛
陽
で
は
一
号
零
点
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
複
数
の
工
人
名
を
記
載
し

た
瓦
も
あ
れ
ば
、
「
吏
」
「
師
」
印
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
官
吏
や
生
産
の
責
任
者
が
検
査
に
あ
た
る
と
い
う
方
式
も
併
存
し
た
。
こ
れ
ら
の
文

字
瓦
に
は
数
量
検
査
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
も
根
本
的
に
は
品
質
管
理
と
い
う
必
要
性
に
端
を
発
し
て
い
る
。

　
「
吏
」
あ
る
い
は
「
師
」
と
い
う
職
名
は
、
曹
魏
の
「
夏
蚕
」
銘
を
有
す
る
青
銅
心
機
の
銘
文
に
み
え
る
（
岡
崎
一
九
六
五
）
。
銘
文
に
は
製

作
年
号
、
製
作
官
署
名
の
あ
と
に
、
製
作
全
体
の
統
括
者
た
る
「
監
作
吏
」
の
姓
名
と
、
製
作
に
あ
た
っ
た
「
匠
」
お
よ
び
「
師
」
の
姓
名
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
北
魏
洛
陽
城
の
瓦
生
産
の
場
合
も
、
瓦
生
産
を
監
督
す
る
役
人
と
し
て
の
「
吏
漏
と
、
実
際
に
製
作
の
指
導
に
あ
た
っ
た

「
師
」
の
存
在
が
刻
印
の
文
字
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
は
魏
晋
代
の
営
営
工
房
か
ら
影
響
を
う
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
、
一
号
房
肚
の
瓦
を
生
産
し
た
工
房
で
は
、
責
任
者
た
る
「
腿
主
」
の
も
と
に
瓦
製
作
の
指
導
を
お
こ
な
う
「
匠
」
、
製
作
の

各
工
程
を
担
当
す
る
「
輪
」
「
削
人
」
「
昆
人
」
ら
が
編
成
さ
れ
て
い
た
。
「
随
主
」
の
名
は
北
魏
以
前
の
官
営
工
房
の
制
度
に
は
現
れ
て
い
な

い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
生
産
体
舗
は
当
該
期
に
お
け
る
大
量
の
屋
瓦
需
要
の
な
か
で
新
た
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
官
営
工

房
以
外
の
生
産
シ
ス
テ
ム
を
組
み
込
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
推
測
の
域
を
出
な
い
。

　
東
浄
・
北
極
期
に
な
る
と
、
罫
書
き
の
瓦
は
姿
を
消
し
て
刻
印
瓦
の
み
が
残
る
。
刻
印
の
押
捺
位
置
は
北
野
の
そ
れ
と
同
様
に
丸
瓦
玉
縁
凸

面
と
平
瓦
凸
面
狭
端
付
近
で
あ
る
。
文
字
の
内
容
も
天
工
の
姓
名
を
記
載
し
た
も
の
が
大
半
で
あ
り
、
製
作
者
の
姓
名
を
記
す
こ
と
で
責
任
の

所
在
を
明
示
す
る
と
い
う
北
画
の
生
産
方
式
を
踏
襲
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
「
吏
」
「
師
」
印
に
相
当
す
る
も
の
は
姿
を
消
し
、
官
吏
に
よ

る
検
査
の
状
況
を
瓦
か
ら
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
そ
れ
と
類
似
す
る
の
は
感
喜
ら
の
姓
名
を
記
載
し
た
刻
印
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

製
作
者
た
る
工
匠
の
姓
名
が
併
記
さ
れ
る
点
が
異
な
り
、
洛
陽
城
の
一
号
房
玩
に
み
ら
れ
る
第
一
類
の
文
字
瓦
に
近
い
性
格
を
有
す
る
。

　
階
か
ら
初
唐
の
刻
印
瓦
は
、
東
魏
・
北
斉
に
み
ら
れ
た
刻
印
瓦
の
押
捺
技
法
と
工
人
名
を
記
す
と
い
う
方
式
を
う
け
て
「
匠
」
「
官
匠
」
「
将

作
並
」
の
あ
と
に
姓
名
を
記
載
す
る
か
た
ち
を
定
型
化
さ
せ
る
。
特
に
「
官
署
」
「
将
作
匠
」
の
劾
印
は
、
大
量
の
労
働
力
を
徴
発
し
た
北
朝

の
段
階
と
は
異
な
り
、
宮
島
工
房
に
お
い
て
安
定
し
た
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
刻
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印
は
本
来
、
北
朝
の
文
字
瓦
と
同
様
に
、
製
作
者
の
姓
名
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
品
質
管
理
を
は
か
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
機

能
は
徐
々
に
形
骸
化
し
て
い
く
。

　
そ
し
て
、
玄
宗
の
時
期
に
薪
た
に
出
現
す
る
年
号
や
供
給
先
を
表
記
し
た
刻
印
瓦
は
、
供
給
先
ご
と
に
製
品
を
区
別
す
る
こ
と
に
主
眼
を
お

い
た
も
の
で
、
品
質
管
理
を
目
的
と
し
た
工
人
名
刻
印
瓦
と
は
も
は
や
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
が
、
当
該
期
に
お
け
る
城

内
で
の
築
窯
禁
止
や
瓦
生
産
の
管
理
体
制
の
弛
緩
と
関
連
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
安
史
の
乱
以
降
、
青
下
瓦
の
減
少
と
と

も
に
晶
質
管
理
を
目
的
と
す
る
刻
印
も
衰
退
し
て
い
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
な
北
朝
系
の
刻
印
瓦
は
、
渤
海
の
都
城
遺
跡
で
も
多
数
出
土
す
る
。
黒
竜
江
省
寧
安
々
の
東
京
城

（
上
京
龍
燈
府
）
の
調
査
で
出
土
し
た
刻
印
瓦
は
、
丸
瓦
の
玉
縁
凸
面
と
平
瓦
凸
面
の
狭
端
付
近
に
押
捺
さ
れ
る
点
で
、
北
朝
や
階
最
期
の
瓦

と
技
法
的
に
共
通
す
る
（
原
田
・
駒
井
｝
九
三
九
）
。
劇
印
に
は
一
～
二
字
が
記
さ
れ
、
そ
の
文
字
は
瓦
工
の
姓
名
あ
る
い
は
そ
の
略
称
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。
渤
海
の
瓦
は
、
平
地
文
様
な
ど
に
高
句
麗
の
影
響
が
う
か
が
わ
れ
る
点
の
み
が
こ
れ
ま
で
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、

瓦
の
製
作
技
法
を
み
る
と
唐
の
影
響
も
無
視
で
き
な
い
。
上
京
龍
泉
府
の
構
造
に
唐
長
安
城
の
つ
よ
い
影
響
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
渤
海
が
唐

の
文
物
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
渤
海
の
瓦
は
劾
印
の
押
捺
技
法
や
製
作
技
法
、
生
産
体
制
な
ど
を
唐
か
ら
導
入

す
る
一
方
で
、
瓦
当
文
様
で
は
高
句
麗
的
要
素
を
取
り
入
れ
つ
つ
独
自
の
文
様
を
創
出
し
て
い
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

36　（598）

お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
、
北
朝
に
お
い
て
最
も
劇
的
な
変
化
が
み
ら
れ
る
北
爆
洛
陽
遷
都
前
後
の
瓦
を
年
代
的
に
整
理
し
、
そ
の
変
化
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
た
の
ち
、
当
該
期
に
成
立
し
た
瓦
の
生
産
・
管
理
体
制
が
北
朝
か
ら
階
唐
期
の
そ
れ
に
与
え
た
影
響
を
、
文
字
瓦
の
通
時
的
な
分
析
を
も

と
に
考
察
し
た
。

　
北
魏
の
洛
陽
遷
都
前
後
に
は
、
複
弁
蓮
華
文
・
論
理
文
瓦
当
の
出
現
、
青
棍
瓦
の
採
用
、
押
金
波
状
文
平
瓦
の
装
飾
化
と
い
っ
た
瓦
の
外
観



申国北朝における瓦生産の展開（向井）

に
か
か
わ
る
変
化
が
相
つ
い
で
起
こ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
要
素
が
同
時
に
出
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
平
城
に
お
け
る
明
堂
の
造
営
は
そ

の
重
要
な
画
期
と
な
っ
た
。
明
堂
造
営
時
に
は
工
人
名
を
記
載
し
た
文
字
瓦
が
出
現
す
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
従
来
よ
り
も
入
念
な
調
整
を
必

要
と
す
る
製
品
を
作
る
う
え
で
品
質
管
理
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
と
、
大
量
の
労
働
力
の
動
員
に
と
も
な
う
労
働
管
理
の
必
要
性
が
あ
っ

た
と
考
え
た
。
こ
の
よ
う
な
洛
陽
遷
都
前
後
に
お
け
る
瓦
当
文
様
や
製
作
技
法
、
生
産
・
管
理
体
制
な
ど
の
変
化
は
い
ず
れ
も
東
魏
・
下
平
期

を
経
て
階
唐
期
に
も
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
従
来
は
瓦
当
文
様
や
製
作
技
法
の
編
年
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
る
一
方
で
、
各
遺
跡
出
土
の
文
字
瓦
に
つ
い
て
個
別
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
分
析
し
て
瓦
の
生
産
体
制
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
作
業
は
お
こ
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
本
稿
は
そ
の
よ
う
な
視
座
の

有
効
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
ま
た
文
献
資
料
の
豊
富
な
里
国
で
は
あ
る
が
、
南
北
朝
期
の
手
工
業
生
産
を
扱
っ
た
研
究
は
少
な

く
、
本
稿
で
検
討
し
た
文
字
瓦
は
当
該
期
の
手
工
業
生
産
の
実
態
を
解
明
す
る
有
効
な
資
料
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
瓦
の
生
産
・
管
理
体

制
を
通
時
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
た
め
、
個
々
の
事
例
に
つ
い
て
は
解
明
で
き
な
か
っ
た
課
題
も
多
い
。
ま
た
耳
当
文
様
や
製
作

技
法
の
変
遷
に
つ
い
て
も
、
最
低
限
の
検
討
に
と
ど
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
魏
晋
南
北
朝
の
瓦
は
朝
鮮
半
島
や
日
本
の
初
期
瓦
生
産
と
の
比
較
か
ら
注
目
を
集
め
て
お
り
、
平
目
文
様
や
製
作
技
法
の
比
較
研
究
は
今
後

ま
す
ま
す
増
加
し
続
け
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
瓦
当
文
様
や
製
作
技
法
の
比
較
は
考
古
学
が
最
も
得
意
と
す
る
分
析
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

地
域
間
関
係
を
考
え
る
う
え
で
有
効
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
歴
史
を
復
讐
す
る
う
え
で
瓦
を
構
成
す
る
諸
要
素
の
類
似
性
の
み

に
過
大
な
意
味
を
付
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
稿
で
検
討
し
た
瓦
の
生
産
・
管
理
体
制
を
含
め
た
比
較
は
、
東
ア
ジ
ア
各
地
へ
の
瓦
生
産

の
波
及
と
受
容
の
実
態
を
、
従
来
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
解
明
す
る
手
が
か
り
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
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The　Evolution　of　Roof－tle　Production

in　the　Northern　Dynasties　of　Chna

by

MuKAI　Yusuke

　　In　this　paper，　roof－tlies　from　the　Northern　Dynasties　are　examined　to　clayify　the

roof－tile　production　system　through　analysis　of　not　only　tife　design　and　production

tecmique　but　also　of　tiles　with　incised　or　impressed　characters．

　　F辻s亡，Ihave　iKdicated　the　chronologica1倉amework　of　eaves憾es　from　the　5th

to　the　6th　century　by　analyzing　the　desigr｝s　of　the　antefu（es　and　their　production

technique．　Second，　tiles　with　incised　or　impressed　characters　have　been　analyzed

in　order　to　consider　the　system　of　their　production　and　its　management．　Although

such　ules　have　previously　been　studied　in　terms　of　the　meaning　of　the　characters

on　them，　the　author　considered　it　necessary　to　aBa｝yze　the　position　of　the　charac－

ters　on　the　tges　and　the　production　technique　as　well　as　the　characters　themsel－

ves．

　　As　a　resul£　of　these　analyses，　the　fokowing　has　become　clear．　The　design　of

eaves　t“es　and　their　production　£echnique　changed　greatly　at　the　end　of　the　5th

centui’y．　Tiles　with　incised　or　impressed　characters　appeared　almost　simultaneous－

ly　with　this　change．　This　suggests　that　a　change　in　the　system　of　production　and

its　management　occurred．　Furthermore，　these　changes　had　a　great　infiuence　on

the　roof－tiles　later　in　the　Sui　and　Tang　dynasties．　lt　is　highly　likely　the　tiles　with

characters　produced　from　the　Northern　PVei　dynasty　to　the　Sui　and　Tang　dynas－

ties　belong　to　the　same　lineage　in　terrns　of　production　technique，　although　the

chairacters　themselves　changed　over　the　same　period．　The　author　airgues　that　the

need　for　quality　control　to　the　products　that　required　more　e｝aborate　adjustment

than　earlier　types　and　the　need　to　manage　the　labor　that　accompanied　the　mobi－

lization　of　greater　manpower　brought　about　the　appearance　of　this　type　of　tites

Wi盤ユcharacters．
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